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安藤陽教授　履歴・業績

１９５０年９月

神奈川県藤沢市生まれ

学　歴

１９６６年３月 横浜国立大学学芸学部付属鎌倉中学校卒

１９６９年３月 神奈川県立湘南高等学校卒

１９７３年３月 早稲田大学理工学部建築学科卒

１９７５年３月 同・大学院　理工学研究科　建設工学専攻　建築設備工学専修

                 　（都市環境工学，尾島俊雄研究室）修士修了

１９８９年３月 同・工学博士　都市環境計画のための大気汚染物質排出構造に関する研究

職歴および教育経験

１９７５年４月　（財）計量計画研究所（IBS）　入所

１９７５年４月～１９７８年３月　都市計画研究室　研究助手

１９７８年４月～１９８３年３月　同　研究員

１９８３年４月～１９８４年３月　環境資源研究室　研究員

１９８４年４月～１９９２年３月　同　副主任研究員

１９９２年４月～１９９６年３月　同　主任研究員

（留学）IIASA （ International  Institute  for Applied System Analysis），  Environmentally  Compatible

　　　 Energy Strategies Project（ECS）Guest Research Scholar, 在Austria, Wien郊外， Laxsenburg

 　　（１９９２年６月～１９９２年８月）

　　 Harvard University Division of Applied Sciences and Department of Earth and  Planetary

　　 Sciences, Atmospheric Sciences group Visiting Scholar（１９９２年９月～１９９３年３月）

（兼務） 早稲田大学理工学研究所特別研究員（１９９１年７月～１９９３年３月） 

（兼務） （財）地球環境産業技術研究機構（RITE）地球環境システム研究室　主任研究員（１９９３年 １０ 月

　　　 ～１９９６年３月）

（兼務）麗澤大学　国際経済学部　非常勤講師（１９９３年４月～１９９７年３月，環境科学（２～４年選択

　　　 科目）担当
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（兼務）大阪大学先端科学技術共同研究センター客員教授（１９９５年１２月～１９９６年３月）

埼玉大学　経済学部　社会環境設計学科　教授　１９９６年４月～２０１５年３月

埼玉大学　経済短期大学部　併任　１９９６年４月～１９９７年３月

埼玉大学　経済学部社会環境設計学科　学科長　２００１年度，２００６年度

埼玉大学　工学部環境共生学科（学内兼務）環境政策，地球環境政策・講義担当  ２００６年度～２０１５年度

埼玉大学　環境科学研究センター社会科学部門　教授（学内兼務）　２００９～２０１３年度　社会科学部門

　　　　　廃止により退任

（兼務）大阪府立大学工学部　非常勤講師（１９９６年度）

（兼務）東京農工大学工学部　非常勤講師（１９９６年度）

（兼務）東京芸術大学大学院　非常勤講師（美術学部・建築学科・環境計画特論）（１９９７年度～２００２年度）

（兼務）彩の国　県民カッレッジ　非常勤講師（１９９８年度）　

（兼務）いきがい財団　（埼玉県高齢者生きがい振興財団）非常勤講師（１９９９年度）

（兼務）国立環境研究所　客員研究員（１９９８年度～２００１年度）

（兼務）国立環境研究所　客員研究員（２００３年度～２００６年度）

（兼務）   Imperial  College,  Department  of  Environmental  Science  and  Technology,  EPMG

         （Environmental Policy and Management Group）in London, UK, Visiting Researcher（２０００.４ 

              ～２００５.４）

（兼務）  Imperial College London, CEP （Centre for Environmental Policy） and ICEPT （Imperial College

           Centre for Energy Policy and Technology）, in UK, Visiting  Professor（２００５.５～２０１１.５）

（兼務）早稲田大学理工学研究科（創造理工学部建築学科）招聘研究員（２０１０年度～）

（兼務）埼玉県いきがい大学春日部校舎　非常勤講師（２０１１年度～２０１４年度）　

２０１４年度後期　特殊講義 Environmental Problem and Sustainability（経済学部・昼間）講義担当 

２０１５年４月～２９１６年３月　埼玉大学人文社会科学研究科 教授，経済学部と教養学部の統合大学院設

　立に伴い改組

２０１５年度　人文社会科学研究科社会学研究領域長　

２０１５年度後期　Global Environment and Asia（大学院・博士前期課程）講義担当

２０１６年３月　定年退職

２０１６年４月　埼玉大学名誉教授　就任

２０１６年度　環境政策論（経済学部，工学部環境共生学科），環境政策特講（経済学部），地球環境政策

　（工学部環境共生学科），環境政策論（人文社会科学研究科博士前期課程），非常勤講師として講義担

　当予定

受　賞　等 

西安交通大学客座教授　（人居環境建築工程学院）名誉職　　２００６年４月７日授与

大連理工大学客座教授　（能源与動力学院）名誉職　　２００７年６月２０日付授与
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雑誌産業公害（現・環境管理），１９９２年度　年間優秀論文賞受賞

エネルギー学会誌・論文賞，２００３年度（本藤裕樹等・共著）      

空気調和衛生工学会　SHASE 技術フェロー（２０１２年度～）　認定番号１２-１０５３１ 

団体役員等

都市問題会議　代表世話人（２００３年１１月～２００７年０１月），現在，世話人

エコステージ協会・埼玉地区理事長（２００４年４月～）

エコステージ協会・理事（２０１４年５月～）

NPO 法人 EE ハーモニー代表（２００４年４月～）

森街再生会議　代表　（２０１４年４月～）　

低炭素社会推進会議　幹事（２０１４年７月～）

学術経験（審議会，検討会，学会・団体委員等）

科学研究費審査委員

日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員第２次審査員（２００５年度～２００６年度）

同上第１次審査員（２０１３年度）

官庁等検討会審議会委員

原子力研究所　エネルギーの生産と消費に対する環境制約研究委員会（１９８４年度）

環境庁　エネルギーと環境のモデル研究委員会（１９８５年度）

環境庁　地球温暖化経済影響委員会（１９８９年度）　

環境庁　社会システム改革研究会委員（１９９３年度～１９９４年度）

環境庁　温室効果ガス排出量推計手法調査委員会（１９９５年度～１９９６年度）

環境庁　温室効果ガス等排出吸収目録検討委員会（１９９６年度）

環境庁　化学物質管理手法（環境予測手法）基礎調査検討委員会（１９９７年度）　

環境庁　環境アセスメントマニュアル検討委員会（１９９７年度）

環境庁　発生源インベントリー作成手法開発調査検討委員会（１９９７年度）　

環境庁　 PRTR 非点源排出量推計方法検討調査検討会委員（１９９８年度～２００６年度）

環境庁　同上検討会・化学物質 WG 主査（１９９８平成１０年度～２００１年度）

環境庁　東アジア酸性雨シミュレーションモデル検討会委員（１９９９年度）

環境庁　大気汚染物質排出量グリッドデータ整備調査検討会委員（１９９９年度）

環境庁　温室効果ガス排出削減・吸収計画に関する調査検討会委員（２０００年度）

環境省　温室効果ガス排出量将来推計委員会委員（２００３年度）

環境省　温室効果ガス排出量将来推計委員会産業分科会委員（２００３年度）

外岡　豊教授　履歴・業績
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環境省　温室効果ガス排出量将来推計委員会民生分科会委員（２００３年度）

環境省　温室効果ガス排出量将来推計委員会交通運輸分科会委員（２００３年度）

環境省　住宅・建築物に係る地球温暖化対策のあり方に関する検討委員会（２００３年度）

環境省　地球温暖化対策技術検討会委員（２００３年度～２００４年度）

環境省　地球温暖化対策推進大綱の評価手法検討会委員（２００３年度）

環境省　温室効果ガス排出量算定方法検討会委員（２００４年度～２００７年度）

環境省　同検討会インベントリ WG 委員（２００４年度～２００９年度）

環境省　温室効果ガス排出量算定方法検討委員会・エネルギー工業プロセス WG 委員（２００４年度～）

環境省　地球温暖化対策地域推進計画策定ガイドライン改訂調査検討会委員（２００６年度）

環境省　京都議定書目標達成計画評価・見直し検討会委員（２００６年度～２００７年度）

通産省　有用金属の総合リサイクルに関する調査研究検討委員会（１９９８年度）

経済産業省環境経済産業局　国内排出削減量認証制度基盤整備事業（地域連携による国内クレジット

　制度促進事業（関東地域）審査委員会（２００９年度）

JETRO ベトナム『ハノイ地区の産業廃棄物処理体制の強化』事業の今後の展開に関する戦略検討委

　員会（２００８年度）

三菱総研（環境省・林野庁委託），木材利用推進・省エネ省 CO2 実証業務， 建築・木材製品に関する

　利用分科会座長（２０１３年度）

三菱総研（環境省・林野庁委託），木材利用推進・省エネ省 CO2 実証業務， 建築・木材製品に関する

　利用分科会委員（２０１４年度～２０１５年度）

埼玉県大規模小売店立地審議会委員（労働商工部）（２００１年度～２００３年度）

埼玉県地球温暖化対策地域推進計画策定委員会委員（２００３年度）

埼玉県環境影響評価技術審議会委員（２００８年度～２０１１年度，任期満了退任）

埼玉県地球温暖化対策検討専門委員会委員（２００８年度～２０１１年度，任期満了退任）

埼玉県地球環境専門委員会排出枠取引検討小委員会（２０１０年度～２０１１年度）

埼玉県環境優良建築表彰審査員（２００９ 年度～２０１１ 年度）

埼玉県住まいづくり協議会，埼玉県環境住宅賞審査委員会（２０１３年度～）

さいたま市住宅マスタープラン策定委員会（２００３年度，２００７年度）

さいたま市省エネ住宅推進地域協議会委員（２００７年度） 

さいたま市住生活基本計画策定委員会（２００８年度）

さいたま市環境局環境共生部地球温暖化対策課新エネルギー政策策定検討委員会（２０１２年度）

さいたま市建設局建築部住宅課さいたま市住生活基本計画策定懇話会委員（２０１２年度～２０１３年度）

エコアクション２１地域事務局さいたま地域運営委員会委員（２００７年度～）

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター，主体間連携モデル推進事業検討会委員（２００７年度～２００８

年度）

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター，埼玉県住まいの温暖化対策協議会・会長（２００８年度）

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター，環境省地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業
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務，都市と森をつなぐ再生エネルギー協議会，副会長（２０１２年度～２０１６年度）

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター，小規模事業所向け省エネルギー促進コンソーシアム検討会

　委員（２０１２年度～２０１５年度）

日本工業炉協会　「高性能工業炉の開発」最終評価委員会（２０００年度）

シップ・アンド・オーシャン財団　船舶排ガスの地球環境への影響と防止技術の調査委員会（１９９８年度）

シップ・アンド・オーシャン財団　船舶からの温室効果ガス（CO2 等）の排出削減に関する調査研究委

員会委員（２０００年度）

財・建築保全センター　既存官庁施設の総合的な環境負荷低減化手法の検討専門委員会（１９９８年度

～２０００年度）

日本鋼構造協会　鋼構造物の環境負荷調査小委員会委員（２００２年度～２００４年度）

日本鋼構造協会　同上　鋼構造物の LCA に関するＷＧ主査（２００２年度～２００４年度）

Member  of  consultative  committee  on  emission  inventory  for Resource Management Associates of 

Madison Inc. （１９９５）

IPCC, Greenhouse Effect Gases Emission Inventory Guide Line, Reviewer, （２００４）

IPCC4thReport, WG３, Reviwerr, （２００５）

IPCC5thReport, WG３, Reviwerr, （２０１３）

学会委員会等

日本建築学会　地球環境特別研究委員会　エコロジカルシティー分科会（１９９１年～１９９２年）　 

日本建築学会　環境工学委員会　都市エネルギー小委員会（１９９２年～１９９６年）

日本建築学会　地球環境特別研究委員会　LCCO2 分科会（１９９３年～１９９６年）

日本建築学会　地球環境委員会　委員（１９９６年度～２００２年度，２００７年度～２０１４年度）

日本建築学会　地球環境委員会　幹事（１９９６年度～１９９８年度）

日本建築学会　地球環境委員会　アジェンダ２１小委員会（１９９５年度）

日本建築学会　地球環境委員会　ライフサイクル評価小委員会（１９９６年度）

日本建築学会　地球環境委員会　環境管理小委員会主査（１９９７年度～１９９８年度）

日本建築学会　地球環境委員会　環境管理小委員会地球環境対策評価ＷＧ主査（１９９７年度～１９９８年度）

日本建築学会　地球環境委員会　建築 LCA 指針策定小委員会（１９９７年度～）

日本建築学会　地球環境委員会　COP3 対応小委員会（１９９７年度～１９９８年度）

日本建築学会　都市設備・環境管理小委員会　都市熱環境形成プロセスＷＧ　委員（１９９６年度～

　　　　　　　 １９９８年度）

日本建築学会　都市設備・環境管理小委員会　都市熱環境 WG　委員（１９９９年度～２０００年度）

日本建築学会　地球環境委員会　行動計画小委員　委員（１９９９年度～２０００年度）

日本建築学会　地球環境委員会　対策評価小委員　主査（１９９９年度～２００２年度）

日本建築学会　地球環境委員会　対策評価小委員会　生活評価 WG　主査（１９９９年度～２００２年度）

日本建築学会　地球環境委員会　アジア地域のサステナブル建築環境検討小委員会（２００４年度～）
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日本建築学会　地球環境委員会　温暖化対策評価小委員会　マクロ評価 WG　主査（２００５年度～

　２００６年度）

日本建築学会　地球環境委員会　温暖化対策推進小委員会  シ ナ リ オ WG  主査 （２００７度～２０１０年度）

日本建築学会　地球環境委員会　気候変動対策小委員会（２０１１年度～）

日本建築学会　地球環境委員会　住宅カーボンニュートラル達成シナリオ WG 主査（２０１０年度～

　　　　　　　 ２０１３年度）

日本建築学会　社会ニーズ委員会　地球温暖化対策アクションプラン策定特別調査委員会（２０１０年度

　　　　　　　～２０１１年度）

日本建築学会　地球環境委員会　カーボンニュートラル化行動計画推進ＷＧ（２０１２年度～２０１４年度）

日本建築学会　地球環境委員会　委員長（２０１３年度～２０１４年度）

日本建築学会　地球環境委員会　低炭素社会推進合同 WG 委員（２０１４年度～）

日本建築学会　地球環境委員会　低炭素社会推進都市分野 WG 主査（２０１４年度～）

日本建築学会　社会ニーズ委員会　社会的共通資本形成戦略特別調査委員会 （２０１３ 年度 ～  ２０１４ 年度）

日本建築学会　学術推進委員会　伝統的木造住宅の温熱環境と省エネルギー研究委員会（２０１３年度～

　　　　　　　２０１４年度）

日本建築学会　論文集編集委員会（地球環境分野担当幹事）（２００２年度～２００３年度）

日本建築学会　卒業論文等顕彰事業委員会（環境系選考部会）（２０１１年度～２０１２年度）

日本建築学会　倫理委員会（２０１１年度～）

日本建築学会　倫理委員会倫理研究小委員会（２０１１年度～２０１５年度）

日本建築学会　倫理委員会倫理研究小委員会建築環境倫理 WG 主査（２０１１年度～２０１５年度）

低炭素社会推進会議（建築学会等１８団体で２０１４年７月２２日設立）　幹事（２０１４年度～）

大気環境学会誌　編集委員（１９９７年度～１９９９年度）

大気環境学会　地球温暖化研究分科会　世話人（１９９５年～）

5thGEIA（Global Emission Inventory Activity）Workshop Local Committee（１９９４年）

ASSAQ２００３ Local Committee（２００２年～２００３年）

日本大気公害防止関係団体連合会　第１６回地域清空会議（アジア太平洋地域会議）国内組織委員会

16 th Regional Conference of Clean Air and Environment in Asian Pacific Area Local Committee 

（２００４年度～２００５年度）

2 nd International Symposium of Asia Institute of  Urban Environment, Xiam Jiaotong University

（2005.   11.  23. 25）, Head of Program Committee 

6 th International Symposium of Asia Institute of  Urban Environment Technical Committee （２００９ 年）

Peer Reviewer of the IGES Climate Change Group （２０１０）

AFC, Asia Future Conference, 1st, ２０１３. ３.８ -１０, Bangkok, Thailand, SGRA, 学術副委員長

電気学会技術委員会メタボリズム社会・環境技術委員会（２０００年度）

環境情報科学センター環境研究発表会実行委員（２０００年度）

空気調和衛生工学ハンドブック著作委員（１９９２年～１９９３年）

社会科学論集　第１４８号
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埼玉大学経済学会編集委員会（２０００年度～２００１年度）

RITE 研究助成審査委員（１９９８年度～２０００年度）

RITE 国内研究者海外派遣及び海外研究者招聘選考委員会（２００１年度）

某奨学金支給審査委員（２００２年度～２００４年度）（就任非公開）

所属学会等

　日本建築学会

　空気調和衛生工学会

　大気環境学会

　エネルギー・資源学会

　社会・経済システム学会

　日本エネルギー学会

　環境経済政策学会

　環境社会学会

　日本都市計画学会

　環太平洋産業連関分析学会

　環境科学会 

　日本 LCA 学会

　環境情報科学センター

　アジア都市環境学会

　埼玉大学経済学会

その他団体等

　地球環境市民会議 CASA　会員

　都市環境エネルギー協会（２００９年～）　第２種会員

　早稲田都市計画フォーラム（任意団体）　会員（２００９年度～）

　地球温暖化対策技術会議

　渥美国際交流奨学財団・関口グローバル研究会（２００３年度～）

　地球環境戦略研究機関 IGES　会員（２０１３年度～）

　構想日本　会員（２０１４年度～）

　日本木質バイオマスエネルギー協会　会員

外岡　豊教授　履歴・業績
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研 究 業 績

　

著　書

１）外岡 豊（部分執筆）：日本建築学会の技術者倫理教材，第２版，３.３（３），建築環境倫理教材，p４６-

４９，日本建築学会，丸善，２０１４.３

２）外岡 豊（部分執筆）：建物の LCA 指針─温暖化・資源消費・廃棄物対策のための評価ツール─，

日本建築学会，丸善，２０１３.２

３）外岡 豊（部分執筆）：都市は誰のものか，日本都市問題会議編，清文社，２００７.２

４）外岡 豊（部分執筆）：東アジア地域におけるエアロゾル成因物質の排出量推計，エアロゾルの大

気環境影響，笠原三紀夫 / 東野達編，京都大学学術出版会，２００７.２

５）外岡 豊（部分執筆）： 建物の LCA 指針，日本建築学会地球環境委員会 LCA 指針小委員会，丸善，

２００６.１１

６）外岡 豊（部分執筆）： 社会環境設計論への招待，八千代出版，第１章２１世紀を迎えて─歴史の大

転換点に生きる─，p ３-２１，２００５.４，同改訂版２００８

７）外岡 豊（部分執筆）：建築環境マネジメント，シリーズ地球環境建築専門編３， １１.４ LCA データ

ベース，p２９７-３０５，日本建築学会，彰国社，２００４.１

８）外●

９）外岡 豊（部分執筆）：都市環境学，森北出版，第３章都市の大気環境，p３６-４４，第１４章環境評価，

１４.４建築 LCA による地球環境負荷の低減 p２１１-２１５，２００３.５（２０１６.６改訂版出版）

１０）外岡 豊（部分執筆）：地球の限界，水谷広編集，日科技連出版社，パラダイム，地球の限界にい

きついた時代，p２７-３９，１９９９.１２

１１）外岡 豊（部分執筆）　日本建築学会：建物の LCA 指針（案）─地球温暖化防止のための LCCO2 を

中心として─，日本建築学会，１９９９.２

１２）外岡 豊（部分執筆）：環境ジャパン─地球環境と日本の明日を読む，碓氷尊，グレン・パオレッ

ト編著，ダイヤモンド社，２ - １日本の大気汚染動向 SOx，NOx と酸性雨，p４４-４６，１９９９.１

１３）外岡 豊（部分執筆）：環境用語辞典，オーム社，１９９８

１４）外岡 豊（部分執筆）：中国環境ハンドブック，第１編，第１章Ⅲ２，エネルギー消費量の推移，

サイエンスフォーラム，p５４-６１，定方正毅編，１９９７.１０

１５）外岡 豊（部分執筆）：地球環境の行方─酸性雨，中央法規出版，p２９-３８，２─酸性雨原因物質の排

出量および降下量の状況と予測，１９９７.１１

１６）外岡 豊（部分執筆），日本建築学会地球環境委員会・ライフサイクル CO2 小委員会：ライフサイ

クル CO2 で建物を測る～建物の環境負荷評価の手引き～，日本建築学会，１９９６.２

１７）外岡 豊（部分執筆）：空気調和・衛生工学便覧第１２版，空気調和衛生工学会，１９９４

社会科学論集　第１４８号

外　 　（部分写）城市　境学，（日）都市　境学教材　　委　会　，林　超等　，李海峰等校，机 

機工　出版社，２００５.９ 
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外岡　豊教授　履歴・業績

学術論文

２０１５年

１） Yutaka Tonooka, Hiroto Takaguchi, Koichi Yasui, Takuo Maeda: Life Cycle Assessment of 

Domestic Natural Material Wood House in Japan, Proc.AIUE, １２th, ２０１５.１０（論文投稿，口頭発表

　　 なし）

２） 外岡 豊：持続可能性と Sunstainable を巡って，社会科学論集，第１４４号，２０１５（平成２７）年３月，

特集：社会科学への招待２０１５，p３５-５９，依頼原稿

３）  田中昭雄，外岡 豊：住宅におけるエネルギー選択と市区町村別 CO2 排出原単位の研究─住宅の環

境負荷とその地域性に関する研究　その２─日本建築学会環境系論文集，Vol.８０，No.７０８，　

pp１７７-１８４，２０１５.３，査読有

２０１４年

４） 外岡 豊，東アジアの大気汚染問題の解決に向けて日中韓共同政策の可能性─稲作協労社会の歴史

に学ぶ，東アジア国際秩序の形成と未来─中日韓三国学術シンポジウム論文集，p２０１-２１３，２０１４.９

５）外● ●，在解决●●大气●染●●上日中●政策合作的可能性─以稻作●●社会的●史●例，●●

国●秩序的形成与未来●第四次●●共同体●●，p２０１-２１３，２０１４.９

６） Tonooka, Y, H. Takaguchi, K. Yasui, T. Maeda, Life Cycle Assessment of Domestic Natural

Material Wood House, Energy Procedia, Vol. ６１, ２０１４, pp. １６３４-１６３７, DOI : １０. １０１６/j. egypro. ２０１４.

１２.３１３, peer-reviewed

７）Takaguchi, H.Y .  Nakajima, K. Kawamura, S. Uchida, Y.Tonooka, A. Sagane, Research on the 

environmental performance of a natural material wooden house, Energy Procedia, ２０１４, Vol.６１, 

pp.１６７７-１６８０, DOI : １０. １０１６/j.egypro. ２０１４. １２.１９０, peer- reviewed

８）Maeda, T., Y.Tonooka, Y.Tanaka, A. Sagane, H.Takaguchi, K.Fukusima, Y.Sasaki, Direct Supply 

Chain from Forest to House Builder: A Japanese Business Model, Energy Procedia, ２０１４, Vol.６１, 

pp.２８４５-２８４８， DOI : １０. １０１６/j.egypro. ２０１４.１２.３２０， peer-  reviewed

９）田中昭雄，外岡 豊：市町村別住宅エネルギー消費原単位の推定，日本建築学会論文報告集環境

系，Vol.７９，No.６９７，２０１４，p３０５-３１２，査読有

２０１３年

１０）馮 新玲，外岡 豊，吉田徳久：中国東北部の住宅用電力消費実態と影響要因に関する分析，日本

建築学会・住宅系研究報告会論文集８，p６１-６８， ２０１３.１２，口頭発表有，査読有

１１）Tonooka Y: Project Report “Achieving Climate Changes Abatement and Comfortable Life by a 

Partnership between Forestry and Natural House in Urban” , Proc.AFC２０１３, pp.２２３-２２８, ２０１３.３,

口頭発表有 , peer-reviewed

１２）Feng, X., T.Yoshida, Y.Tonooka: Air Pollution Control and Climate Change Measures in Fuxin 

外　 　，在解决　　大气　染　　上日中　政策合作的可能性─以稻作　　社会的　史　例， 

国　秩序的形成与未来─第四次　　共同体　　，p214-225，2014. 9   4）の中国語翻訳版（清華大学 

大学院生訳） 
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City, Liaoning Province, China.. Proc. AFC２０１３（Best Paper Awards） , ２０１３.３，口頭発表有，peer-

reviewed，第１回アジア未来会議優秀論文集，アジアの未来へ─私の提案 Vol.１，p９１-１０３，再掲載

１３）Ning, Y., Y . Zhang, T., Ding, Y.Tonooka : Emp irical Study of De compos ition of CO2 Emi ss ion Factors 

in China, Journal of Energy, ２０１３, Vol. ２０１３, Article ID ７４７５１６, １４ pages, ２０１３. doi：１０.１１５５/２０１３/

７４７５１６, peer-reviewed

１４）田中昭雄，外岡 豊：東日本大震災後の住宅エネルギー需要の変化と地域性，エネルギー・資源学

会論文誌，Vol.３４No.２，通巻１９８号，p１７-２４，２０１３.４査読有

 

２０１２年

１５）張 文宇，ディニル プシュパラール，重野芳人，外岡 豊：LCA に基づく中国における地域別のセ

メント産業の環境負荷の定量化と影響評価，エネルギー・資源学会，Vol.３３，No.１，通巻１９１ 号，

p１１-２２，２０１２.１，査読有　

１６）馮 新玲，外岡 豊，吉田徳久：中国東北地方における都市住宅のエネルギー消費実態と温室効果

ガス排出削減の可能性，日本建築学会住宅系研究報告会研究論文集７，p１４３-１５０，２０１２.１２，口頭

発表有，査読有 

２０１１年

１７）外岡 豊：大震災後の業務ビルにおける，節電，省エネ対策，特集 使用電力１５％ 抑制の夏を乗り

切れ─節電・省エネ対策と再生可能なエネルギーの導入，地球温暖化，No.１４，P１０-１３，依頼原

稿，２０１１.７

１８）Yadong Ning, Tao Ding, Yutaka Tonooka：Feature analysis of Chinese energy consumption 

based on a complete decomposition model, International Conference on Materials for Renewable 

Energy & Environment （ICMREE）, 2011

（Volume: 2）, p1313-1317, 2011, May, 20-22, Shanghai city, DOI:10.1109/ICMREE. 2011. 5930577, 

peer-reviewed

２０１０年

１９）  Litifu, Z., J.li, Y.Tonooka：A Research on Effectiveness of Integrated Renewable Energy Based on

Regional Input/Output Model, AESE３, Saitama University, ２０１０, 査読有

２０）Tonooka, Y： Human Life Cycle Emission（HLCE）Inventory and Regional Evaluation of Low 

Emission Society and Life, Proc.of SUDAC２０１０, International Conference on Sustainable Urban 

Design in Asia City, edit.AIUE, C-３２, p３７４-３７７（論文投稿，口頭発表なし） 

２１）外岡 豊：建物における省エネルギー対策〈建築物におけるエネルギー消費，CO2 排出構造の分

析・予測〉建築設備と配管工事６４８，Vol.４８，No.１２，P１６-２１，依頼原稿，２０１０.１０

２２）外岡 豊：業務ビルの地球温暖化対策 地球温暖化 No.８，P ８- １１，依頼原稿，２０１０.７

２３）黄 錚，外岡 豊，関口和彦，王 青躍，坂本 和彦：汚染産業移転仮説と環境政策選択─地域間経済

社会科学論集　第１４８号
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格差からみた中国の環境問題，環境科学会誌 Vol.２３，No.２，pp６７   - ８０，２０１０，査読有

２００９年

２４）黄 錚，外岡 豊，王 青躍，坂本和彦 : 環境クズネッツ曲線からみた北京の大気汚染と制御戦略，

環境科学会誌，22，5，p348-361，2009.

２５）Huang. Z.,Y.Tonooka., K. Sekiguchi., Q.Wang., K. Sakamoto.：Long-term Sulfur Emissions and 

Environmental Kuznets Curves: Comparison and Implications Asian Journal of Atmospheric 

Environment Vol.３，p１９-２６，２００９, peer-reviewed

２６）寧 亜東，外岡 豊：中国交通運輸部門におけるエネルギー消費構造─１９８５から２００４年経年動向

分析─運輸政策研究 Vol.１２，No.４４，p１９-２７，２００９，春，査読有

２７）金本 圭一郎，外岡 豊：わが国の貿易に伴う CO2 排出量の推計，エネルギー・資源，Vol.３０， 

No.２，pp２４７-２５２，２００９.３，査読有

２００８年

２８）Kannari, A., A.D.G.Streets, Y.Tonooka, K. Murano, T. Baba：MICS -Asia II：An inter- comparison 

study of emission inventories for the Japan region, Atmospheric Environment, Vol.４２, pp３５８４-

３５９１, ２００８, peer reviewed

２９）寧 亜東，外岡 豊：中国セメント業における生産形態とエネルギー消費構造，エネルギー・資源

（技術報告），Vol.２９，No.４，pp２４７-２５２，２００８.７，査読有

３０）寧 亜東，外岡 豊：中国鉄鋼業における生産形態とエネルギー消費構造，エネルギー・資源（技
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９４）外岡 豊，竹内佑一：トリップ・エネルギーによる都市交通のエネルギー消費分析，計量計画研究

所研究報告 ’ ８２，p８９-１０２，１９８２

９５）竹内佑一，外岡 豊：都市・地域計画とエネルギー消費，大気汚染の関連について，計量計画研究

所研究報告 ’ ８０，p９３-１０４，１９８０

９６）外岡 豊：設備談話室「温室と施設園芸」，建築文化 p１７, １９７６.７，依頼原稿（修士論文をもとに執筆）

９７）尾島俊雄，外岡 豊：施設園芸の省エネルギー問題，建築設備と配管工事，Vol.１３，No.９，p４１-

５０，１９７５.７，依頼原稿（修士論文をもとに執筆）

口 頭 発 表

２０１６年

１）  Tonooka, Y.: Japanese humanity and social history-Towards Sunstainable society from Old Shinto 

in Japan, International Joint Seminar （Oslo University and Saitama University）, Internationalism 

in Modern East Asia, SaitamaUniversity, ２０１６.３.１４, Saitama-city
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２）    小林謙介，外岡 豊，前田拓生 : ２０１１年版産業連関表を用いた建築実務者向け原単位データベース

の構築─開発の方針とデータベース構築状況，日本 LCA 学会研究発表会１１要旨集，E ２- ０８，

p２５８-２５９，２０１６.３.２ - ３，柏市

３）  外岡 豊，小林謙介，前田拓生 : 環境産業連関表の作成─２０１１ 年産業連関表基本表を用いた試算，

エネルギーシステム経済・環境コンファレンス３２講演論文集，２０１６.２.２-３，東京都

４）外岡 豊，寧 亜東 : 中国のエネルギー消費と温室効果ガス，大気汚染物質排出の経年動向分析，エ

ネルギーシステム経済・環境コンファレンス３２講演論文集，２０１６.２.２-３，東京都

２０１５年

５）

６） 外岡 豊：日本における塗装 VOC 排出と抑制対策，The １１th China City Air Quality Management 

Workshop -  VOCs Emission Management and Technologies，寧亜東通訳，２０１５.１０.１４-１６，大連市，

中国

７）増井利彦，明日香 寿川，外岡 豊，上園昌武，歌川 学，甲斐 美紀子，田村 賢太郎，槌屋治紀，西

岡秀三，朴勝俊，Pranab Jyoti Baruah，平田仁子，脇山尚子：わが国における２０３０年を対象と

した温室効果ガス排出削減目標の議論，環境経済政策学会，京都大学，２０１５.９.１８-２０，京都市

８）外岡 豊：日本の排出削減シナリオと都市・建築分野の取り組み，地球環境委員会 PD，建築学会

大会（関東），企画講演，東海大学湘南，２０１５.９.０４-０６，平塚市

９）外岡 豊：建築環境の倫理，建築における専門家倫理―倫理綱領改定と倫理教育の実践，倫理委員

会研究懇談会，建築学会大会（関東），企画講演，東海大学湘南，２０１５.９.０４-０６，平塚市（予稿集

　　なし）

１０）歌川 学，外岡 豊，平田仁子：環境制約下の２０５０年までを視野に入れた温暖化対策検討，日本環

境学会研究発表会４１回，２０１５.６.２０，龍谷大学，２０１５.６.２０，京都市

１１）歌川 学，外岡 豊，平田仁子：２０５０年までの排出削減対策の効率化オプション，エネルギー資源

学会研究発表会３４回，２０１５.６.７，東京都

１２）外岡 豊：Sunsatinable ─真の持続可能性を目指して，湘友会セミナー，招待講演，神奈川県立湘

南高校，２０１５.４.１１，藤沢市

１３）外岡 豊：２０５０年社会像を描く─ Sunstainable な生活に向けて，日本都市問題会議２５７回例会，

プレスセンター，２０１５.４.０４，東京都

１４）明日香寿川，外岡 豊，上園昌武，歌川 学，田村賢太郎，槌屋治紀，増井利彦，他：２０１５年パリ

合意に向けての日本における温室効果ガス排出削減中長期目標試算の比較分析（1） ２０１１年以降に

示された試算結果の比較，国民に開かれた日本のエネルギー・ミックスおよび温暖化ガス排出削

減数値目標に関する議論のために，記者発表，埼玉大学東京ステーションカレッジ，２０１５.３.２３，

東京都

１５）明日香寿川，外岡 豊，上園昌武，歌川 学，田村賢太郎，槌屋治紀，増井利彦，他：２０１５年パリ

外岡　豊教授　履歴・業績

外岡 豊：　于日本的VOCs 与熱焼系大気汚染物質　生源　査方法，中国　境保　拠　問団　　，

馮 新玲通訳，早稲田大学西早稲田キャンパス，２０１５.１２.０８，東京都 
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合意に向けての日本における温室効果ガス排出削減中長期目標試算の比較分析（2）試算結果比較

からのメッセージ，国民に開かれた日本のエネルギー・ミックスおよび温暖化ガス排出削減数値

目標に関する議論のために，記者発表，２０１５.３.２３，埼玉大学東京ステーションカレッジ，２０１５.３.２３，

東京都

１６）歌川 学，外岡 豊，平田仁子： ボトムアップモデルによる２０５０年までの中長期省エネ温暖化対策と

費用対効果，エネルギーシステム経済・環境コンファレンス３１講演論文集，２０１５.１.２７-２８，東京都

１７）外岡 豊，国府田 諭：日本における市区町村別自動車走行量とエネルギー消費量，CO2 排出量の

再推計，エネルギーシステム経済・環境コンファレンス３１講演論文集，２０１５.１.２７-２８，東京都

２０１４年

１８）外岡 豊：Sunsatinable ─真の持続可能性を目指して，持続可能性と Well-Being ─４種の資本概

念とその限界，三井物産環境基金研究助成研究会，早稲田大学法学部，２０１４.１２.２６，東京都

１９）    外岡 豊：  Activity of the Global Environment Committee in AIJ, China-Japan Academic Exchange 

Meeting on Eco-city and Green Buildings, AIJ，建築会館，２０１４.１２. ０３，東京都

２０）外岡 豊：持続可能社会とは─環境から２０５０年の日本を構想する─，埼玉大学市民講座，埼玉大

学，２０１４.１０.４，さいたま市（講演記録 web 公開）

２１） 外岡 豊，東アジアの大気汚染問題の解決に向けて日中韓共同政策の可能性─稲作協労社会の歴史

に学ぶ，東アジア国際秩序の形成と未来─中日韓三国学術シンポジウム，清華大学法学院，

２０１４.９，北京市，中国

２２）外岡 豊 : 地球環境委員会 ２４ 年の回顧と展望，シンポジウム都市・建築分野におけるこれからの地

球環境対策に向けて─建築学会の活動と展望，企画講演，建築会館，２０１４.９.２５，東京都  

２３）外岡 豊：地球環境問題について，生きがい大学春日部学園，２０１４.７.３，依頼講義，庄和保健セン

ター，２０１４.７.０３，春日部市

２４）歌川 学，外岡 豊，平田仁子，２０５０年までを視野に入れた中長期温暖化積極対策シナリオの検討，

日本環境学会研究発表会４０回，農工大農学部，２０１４.６.２２，東京都府中市

２５）Tonooka, Y, H. Takaguchi, K. Yasui, T. Maeda，Life Cycle Assessment of Domestic Natural Materia 

　　Wood House, The 6th International Conference on Applied Energy-ICAE２０１４, ２０１４.５.３１, Taipei

２６）Takaguchi，H. Y. Nakajima, K.Kawamura, S.Uchida, Y.Tonooka, A. Sagane，Research on the 

environmental performance of a natural material wooden house, The 6th International 

Conference on Applied Energy - ICAE２０１４, ２０１４.５.３１, Taipei，

２７）Maeda, T.,  Y.  Tonooka, Y.  Tanaka, A. Sagane, H.  Takaguti, K.  Fukusima, Y.  Sasaki, Direct Supply 

Chain from Forest to House Builder : A Japanese Business Model, The 6th International 

Conference on Applied Energy - ICAE２０１４, ２０１４.５.３１, Taipei 

２８）外岡 豊：温室効果ガス排出量推計手法について，北海道立総合研究機構環境科学研究センター，

招待講演，２０１４.３.１２-１３，札幌市

２９）歌川 学，外岡 豊，平田仁子：ボトムアップモデルによる２０５０年までの対策，エネルギーシステ

ム経済・環境コンファレンス３０講演論文集，２０１４.１.２３-２４，東京都
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３０）外岡 豊，国府田諭，田中昭雄：日本の市区町村別住宅 CO2 排出量推計，エネルギーシステム経

済・環境コンファレンス３０講演論文集，２０１４.１. ２３-２４，東京都

３１）外岡 豊，国府田諭：日本における２０１０年度・市区町村別自動車 CO2 排出量の推計，エネルギー

システム・経済・環境コンファレンス３０講演論文集，２０１４.１.２３-２４，東京都

２０１３年

３２）外岡 豊：木造住宅の LCA　日本建築学会シンポジウム， 国産木造建築の推進に向けて　林業と

建築の連携を探る，建築会館，企画講演，２０１３.１２.１２，東京都

３３）外岡 豊：持続可能社会に向けて，埼玉大学経済学部市民講座１８回，浦和コミュニティーセン

ター，２０１３.１１.０６，さいたま市，

３４）外岡 豊：日本の将来社会像─生活基礎需要の定量分析と脱企業経済社会の具体化，社会経済シス

テム学会，３２，京都産業大学，２０１３.１０.２７，京都市

３５）歌川 学，外岡 豊，平田仁子：ボトムアップモデルによる２０５０年までの対策を考慮する中長期省

エネ・温暖化対策シナリオの検討，環境経済政策学会，２０１３.１０.２７，同志社大学

３６）外岡 豊：LCA 用環境負荷データベースの紹介と応用，埼玉大学オープンイノベーションセン

ター次世代産業カレッジ・環境と経営１招待講演，埼玉大学，２０１３.１０.０３，さいたま市

３７）外岡 豊：温暖化を止められる仕組みを─ LCCO2 の徹底削減，ラウンドテーブル・森と街をつな

ぐ木の家─持続可能な住宅ビジネス手法，脱温暖化，森街連携 PJ，企画講演，早稲田大学西早稲

田キャンパス，２０１３.９.２１，東京都

３８）外岡 豊：学会が取り組むべき課題，日本建築学会大会（北海道）地球環境委員会 PD「地域にお

けるカーボンニュートラル化と持続可能社会への道筋」，企画講演，北海道大学，２０１３. ８.３０-９.０１，

札幌市

３９）外岡 豊：長期的な社会経済像と都市・建築のあり方，日本建築学会大会（北海道）PD「わが国

の建築ストック形成に関わる超長期戦略を探る」，企画講演，北海道大学，２０１３.８.３０-９.０１，札幌市

４０）外岡 豊：２１世紀を迎えて，バンクアート１９２９，招待講演，２０１３.７.９，横浜市

４１）外岡 豊：地球環境問題について，生きがい大学春日部学園，依頼講義，庄和保健センター，

２０１３.７.０２，春日部市

４２）外岡 豊，国府田諭，田中昭雄：市区町村別住宅 CO2 排出量データベース開発，エネルギー資源学

会研究発表会３２講演論文集，２０１３.６.６-７，東京都

４３）外岡 豊，高口洋人，保井孝一，前田拓生：国産天然住宅の LCA，エネルギー資源学会研究発表

会３２講演論文集，２０１３.６.６-７，東京都

４４）宇城哲平，外岡 豊，伊香賀俊治，薛 佑佳，目黒康介：建築 LCA 用環境負荷データベース開発，

エネルギー資源学会研究発表会３２講演論文集，２０１３.６.６-７，東京都

４５）外岡 豊：事業活動にとっての外部経済性としての社会的共通資本の意味，環境経営学会シンポジ

ウム「社会的共通資本形成への企業の貢献の可能性」，SB 3（3），p１０９-１１０，招待講演，都市大学

横浜キャンパス，２０１３.５.２５-２６，横浜市

外岡　豊教授　履歴・業績



30

４６）    Tonooka, Y. : Why do we emit so much CO2?, Lecture for Chulalongkorn University Students,

　　招待講演，Saitama University, ２０１３.３.１２, Saitama-City，

４７）Tonooka Y.: Project Report “Achieving Climate Changes Abatement and Comfortable Life by a 

Partnership between Forestry and Natural House in Urban”, AFC（Asia Future Conference）, 

２０１３,, ２０１３.３.９-１０, Bangkok, Thailand

４８）Feng, X., T.Yoshida, Y.Tonooka: Air Pollution Control and Climate Change Measures in Fuxin

City, Liaoning Province, China. Proc. AFC２０１３ （Best Paper Awards）, ２０１３. ３.９-１０, Bangkok, 

Thailand

４９）松田健士，井伊亮太，国府田 諭，外岡 豊：全国消費実態調査を用いた家庭部門のエネルギー消

費実態分析，日本 LCA 学会研究発表会８講演要集，P ２- ０７５，p３８８-３８９，立命館大学びわこ・く

さつキャンパス，２０１３.３.６-８，草津市

５０）外岡 豊：データベース編解説，改訂・建築の LCA 指針，温暖化・資源消費・廃棄物対策のため

の評価ツール講習会，日本建築学会，２０１３.２.２２，東京都

５１）外岡 豊，孫 博：中国産業連関表によるエネルギー消費実態分析と CO2 排出量推計，エネルギー

システム・経済・環境コンファレンス２９講演論文集，２７-１，p１２５，２０１３.１.２９-３０，東京都

５２）田中昭雄，外岡 豊：東日本大震災後の住宅エネルギー消費原単位の構造変化，エネルギーシステ

ム・経済・環境コンファレンス２９講演論文集，１４-６，p６９，２０１３.１.２９-３０，東京都  

５３）国府田諭，外岡 豊：家計調査と冷房暖房データを用いた地域別住宅エネルギー消費原単位の推

計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２９講演論文集，１４-２，p６５，２０１３.１.２９-３０，

東京都

５４）外岡 豊：中国都市・農村部の住宅エネルギー消費，シンポジウム：アジア地域における建築環境

とエネルギー消費，日本建築学会，２０１３.０１.２１，東京都  

２０１２年

５５）外岡 豊：これからの住宅のあり方について，日本建築学会地球環境委員会気候変動対策小委員会

報告会，信州大学工学部，２０１２.１１.１２，長野市　

５６）外岡 豊：討論・建築環境倫理分野，今，我々に求められる建築倫理とは何か─倫理教育の普及と

基盤充実を目指して，倫理委員会研究懇談会，日本建築学会大会（東海），名古屋大学，２０１２.９.１２-

１４名古屋市（予稿集なし）

５７） 外岡 豊：環境問題の前提と成る将来社会像と環境倫理について，科研費研究会，東京工業大学桑

子研究室，２０１２.８.２０，東京都（ppt のみ）

５８）外岡 豊：省エネルギーと再生エネルギーについて，エコステージ協会，大宮ソニックシティー，

招待講演，２０１２.７.２７，さいたま市

５９）外岡 豊：地球環境問題について，生きがい大学春日部学園，依頼講義，庄和保健センター，

２０１２.７.０５，春日部市

６０）田中昭雄，外岡 豊 : 東日本大震災の住宅エネルギー需要への影響の研究，エネルギー資源学会研
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究発表会３１講演論文集，大阪国際交流センター，２０１２.６.５-６，大阪市

６１）田中昭雄，外岡 豊 : 住宅エネルギー需要の東日本大震災後の継時変化，日本建築学会東日本大震

災シンポジウム，建築会館，２０１２.３，東京都  

６２）松田健士，井伊亮太，荒木大志，神波泰夫，外岡 豊：HLCE ヒューマンライフサイクルエミッ

ション指標のための産業連関表に基づく二酸化炭素排出量の推計，日本 LCA 学会研究発表会７

講演要旨集，慶応大学日吉，２０１２.３，横浜市

６３）外岡 豊：天然住宅と気候変動対策─２０５０年 CO2 排出削減シナリオ，JST 森・街連携シンポジウ

ム，早稲田大学西早稲田キャンパス，２０１２.３.０４，東京都  

６４） 外岡 豊，井伊亮太，田中昭雄，小笠原 均郎，井田健一：HLCE ヒューマンライフサイクルエミッ

ションによる地域排出水準評価，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文

集，２０１２.１.３０-３１，東京都  

６５）外岡 豊，井田健一，国府田 諭，田中昭雄：日本の住宅におけるエネルギー消費実態と CO2 排出

量推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都 

６６）国府田 諭，外岡 豊，中口毅博：民生業務部門における２００８年度市区町村別 CO2 排出量の推計，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都  

６７）田中昭雄，外岡 豊：東日本大震災前後の家庭用エネルギー消費の地域変化，エネルギーシステ

ム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都  

６８）小笠原 均郎，外岡 豊：プロジェクトの環境影響評価と社会的便益性評価の研究，エネルギーシ

ステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都  

６９）尹 秀儀，外岡 豊，寧 亜東，大野正人：中国鉄鋼生産とエネルギー消費，CO2 排出削減将来シナ

リオ分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都 

７０）馮 新玲，外岡 豊，吉田徳久：中国東北部の諸都市の家庭におけるエネルギー消費特性に関する

比較分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２８講演論文集，２０１２.１.３０-３１，東京都 

７１）馮 新玲，吉田徳久，外岡 豊：遼寧省阜新市の大気環境対策及び低炭素化対策の評価と課題，エ

ネルギーシステム・経済・環境コンファレンス講演論文集，２８，２０１２.１.３０-３１，東京都 

 

２０１１年

７２） 環境政策外岡ゼミ（埼玉大学）：遊休農地の活用─さいたま市民の自産自消─，学生政策提案

フォーラム in さいたま，２０１１.１１.２０，さいたま市大宮，（ゼミ学生，相馬崇志，栗原葉月，堀切雄

介，佐藤 愁，佐藤裕史，長尾 聡，茹 一幸，宮澤幸花，北村真也，森田 諒，山田和貴，谷田川 明

慶，渡辺薫子 ）

７３） 外岡 豊：住宅 LCA の基礎手法，住宅カ ーボン ニュートラル達成シナリオ WG，LCA 指針小委員

会合同公開勉強会，日本建築学会，企画講演，建築会館，２０１１.１１.１７，東京都  

７４）外岡 豊：CO2 排出量，削減量評価手法のいろいろ，JST 領域サロン第１回，招待講演，早稲田大

学研究開発センター，２０１１.１０.２０，東京都  

７５） 外岡 豊：中国におけるエネルギー消費実態調査と気候変動防止対策の提案，地球環境委員会 PD，
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２０５０年の低炭素社会に向けた都市・建築の方向性を探るクロストーク（2），日本建築学会大会（関

東），企画講演，早稲田大学，２０１１.８.２３-２５，東京都  

７６）許 赫翔，外岡 豊，施 行之，高 偉俊：中国における都市住宅のエネルギー消費量に関する推計，

日本建築学会大会（関東），学術講演梗概集，４０５０７，p１０５３-１０５４，早稲田大学，２０１１.８.２３-２５，東京都

７７）外岡 豊：地球環境問題について，再生可能エネルギーについて，生きがい大学春日部学園，依頼

講義，２０１１.７.０５，１２，庄和保健センター，春日部市

７８）小笠原 均郎，外岡 豊：環境負荷低減技術を導入した場合の便益性評価研究 : 具体的なプロジェク

トを例題に新技術導入による利益最大化の研究，エネルギー・資源学会研究発表会３０講演論文

集，p１７３-１７６，２０１１.６.０２-０３，東京都

７９）田中昭雄，外岡 豊：HLCE ヒューマンライフサイクルエミッション評価のための家庭部門中核都

市と地方都市の比較，エネルギー・資源学会研究発表会３０講演論文集，p１１９-１２２，２０１１.６.０２-０３，

東京都

８０）許 赫翔，外岡 豊，施 行之，高 偉俊，高 永志，玄 姫：中国非住宅建築物における CO2 排出量構

造に関する研究，日本建築学会研究報告 . 九州支部 . ２，環境系 （５０），４４０，p１５７-１６０，２０１１.３

８１）小笠原 均郎，外岡 豊：新技術の導入における適正設備投資規模の評価：新技術導入による投資

コスト，経済波及効果，社会的被害費用の研究，日本 LCA 学会研究発表会６講演要旨集，

p１７１，２０１１.３，仙台

８２）Gao, Yongzhi, Weijun Gao, Ji Xuan, Yutaka Tonooka：Study on the Energy Demand of Building 

Sector and the Structure of CO2 Emission, International Conference on Energy Systems and 

Technologies ２０１１.２0, Egypt

８３）外岡 豊，井伊亮太，田中昭雄，小笠原 均郎，井田健一：HLCE ヒューマンライフサイクルエミッ

ションによる地域排出水準評価，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２７講演論文

集，２０１１.１.２５-２６，東京都  

８４）田中昭雄，外岡 豊：HLCE ヒューマンライフサイクルエミッション評価のための家庭部門エネル

ギーの地域性の研究，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２７講演論文集，２０１１.１２５-

２６，東京都  

８５）中口 毅博，外岡 豊，国府田 諭，関本葉月，阿部将統：業務部門・家庭部門における２００７年度市

区町村別 CO2 排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２７講演論文集，

２０１１.１２５-２６，東京都  

８６）小笠原 均郎，外岡 豊：建設に伴う便益評価と社会的被害費用分析の研究，エネルギーシステム・

経済・環境コンファレンス２７講演論文集，２０１１.１２５-２６，東京都  

８７）尹 秀儀，外岡 豊，宋 国君，寧 亜東，大野正人：中国の産業エネルギー需要と温室効果ガス排出

動向，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２７講演論文集，２０１１.１２５-２６，東京都  

８８）許 赫翔，施 行之，高 偉俊，高 永志，外岡 豊，玄 姫：中国建築分野のエネルギー需要及び CO2

排出構造に関する研究，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２７講演論文集，

２０１１.１２５-２６，東京都  
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２０１０年

８９）外岡 豊：総合討論「木で暮らす─新たな可能性を切り開く─」，木で暮らす・木で稼ぎ，木で生

きる，JST 究開発プロジェクト フ ォ ーラム，早稲田大学西早稲田キャンパス，２０１０.１２，東京都（予

稿集あり） 

９０）   Gao, Yongzhi, Ji Xuan, Yutaka Tonooka, Weijun Gao: Research on Electric Power Consumption

of Public Building in Guangzhou, Proc. of  the ８th ISAIA, ２０１０, １１, Kitakyushu-City

９１） Xu, Hexiang, Yongzhi  Gao, Yutaka Tonooka,  Weijun Gao: Study  of  Energy Consumption

 Structure of China ’ s Non-residential building, Proc. of the ８th ISAIA, ２０１０.１１, Kitakyushu-city

９２）Chomtohsuwan, Thoedsak, Masaharu Nagashima, Yutaka Tonooka:Impact on Environmental 

Load and Economics Structure from Change of Household Expenditure: A Case of Thailand 

from １９８６ to ２０２５, EcoBalance 9th, ２０１０.１１, Tokyo

９３）高 偉俊，外岡 豊 : 中国の非住宅建築エネルギーの現状と省エネに向けた検討 中国の非住宅建築

エネルギー消費原単位の整備，アジア地域における建築環境と Sustainable Development ～アジ

ア地域の建築環境の実態～，日本建築学会，２０１０.１１.２４，東京都  

９４）小笠原 均郎，外岡 豊，李 潔：産業連関分析手法を活用した事業評価と環境負荷量計算，環太平

洋産業連関表分析学会，２０１０.１１，長崎市

９５）外岡 豊：建築における省エネルギーとゼロエミッションへのシナリオ，建築電力研究会シンポジ

ウム平成２２年度，招待講演，２０１０.１１.２６，金沢市

９６）外岡豊ゼミ：自然エネルギー出前事業，abn 開局２０周年記念「森のフェスティバル」，飯綱町霊

仙湖畔・GOZAN ハウス，２０１０.１０.９，飯綱町

９７）外岡 豊：産業連関表の応用手法─ HLCE（ヒューマンライフサイクルエミッション）や越谷レイ

クニュータウン解析例など─，地域の産業連関から見た低炭素社会実現への課題 Report ～産業

連関の解析事例の議論と成果・問題点の共有へ～　JST・社会技術研究開発センター「地球に根

ざした脱温暖化・環境共生社会」研究領域，２０１０.９.２５，東京都  

９８）外岡 豊：脱温暖化・環境共生社会プロジェクトの取組み，地球環境委員会 PD，日本建築学会

（北陸）大会，２０１０.９.０９-１１，富山市

９９）外岡 豊： ２０５０年住宅カーボンニュートラル達成は可能か―木造自然素材住宅を例とした PDCA

試行，地球環境委員会 PD，日本建築学会（北陸）大会，２０１０.９.０９-１１，富山市

１００ ）張 文宇，プシュパラール ディニル，外岡 豊：中国セメント業における廃棄物利用による CO2 削

減の効果と可能性：CDM 事業の問題点をめぐって，エネルギー・資源学会研究発表会２９講演論

文集，p６７-７０，２０１０.６.１６-１７，大阪市

１０１）外岡 豊：主旨説明，「森と街をつないで脱温暖化を実現する」，JST 研究開発プロジェクトフォー

ラム，日本青年館，企画講演，２０１０.４.１０，東京都  

１０２） Gao, Yongzhi, Weijun Gao, Ji Xuan, Yutaka Tonooka, Estimation of Non-residential Building 

Energy Consumption in China, International Conference Sustainable Architecture & Urban 

Design ２０１０.３, Penan, Malaysia
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１０３）井筒進平，遠藤崇光，馬場雅裕，高口洋人，外岡 豊：統計資料に基づいた民生業務部門建築物エ

ネルギー消費原単位の経年変化，日本建築学会関東支部研究報告集 ８０（II），４０５５，p２１７-２２０，２０１０.３

１０４） 玄 姫，外岡 豊，龍 有二，福田展淳，高 偉俊：熱電力需要比率から見たコージェネレーションシ

ステムの省エネ効果の比較手法に関する研究：中国の夏暑冬寒地域と厳寒地域の複合建築施設に

おけるケーススタディ，日本建築学会研究報告 . 九州支部 . ２，環境系（４９），４９５，p３７７-３８０，２０１０.３

１０５） 李 哲，高 偉俊，李 海峰，外岡 豊：上海市崇明県における VPP（仮想発電所）の実施可能性の分

析，日本建築学会研究報告 . 九州支部 . ２，環境系（４９），５０１，p４０１-４０４，２０１０.３

１０６）高 永志，玄 姫，外岡 豊，高 偉俊：中国の非住宅建築物のエネルギー消費の推移と構成に関する

研究，日本建築学会研究報告 . 九州支部 . ２，環境系（４９），５０２，p４０５-４０８，２０１０.３

１０７） 小笠原 均郎，外岡 豊：新技術の導入における適正設備投資規模の評価：新技術の導入による投資

コスト，経済波及効果，社会的被害額の研究，日本 LCA 学会研究発表会５講演要旨集，２０１０（0），

p６４-６４，２０１０.３

１０８） 外岡 豊，高 偉俊，玄 姫，李 海峰，蘇 媛：中国建築部門におけるエネルギー消費，CO2 排出構造

の分析・予測　その２，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２６講演論文集，５-４，

p１８，２０１０.１.２６-２７，東京都  

１０９） 寧 亜東，外岡 豊，丁 涛，朱 徳志：完全要因分解モデルに基づいた中国エネルギー消費の特徴分

析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２６講演論文集，５-５，p１９，２０１０. １.２６-２７，

東京都  

１１０） 外岡 豊，高口洋人，遠藤崇光，井筒進平 : 日本の業務部門におけるエネルギー消費，CO2 排出構

造の分析・予測，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２６講演論文集，２０１０.１.２６-２７，

東京都  

２００９年

１１１） 外岡 豊：住宅エネルギー消費，CO2 排出量の現況と排出削減シナリオ，JST「地域に根ざした脱

温暖化・環境共生社会」研究開発 PJ，快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を「森と街」の直接

連携で実現する第２回 RT 研究会，埼玉大東京ステーションカレッジ，２００９.１１.２０，東京都  　

１１２） 李 哲，任 洪波，高 偉俊，外岡 豊：上海市崇明県における VPP（仮想発電所）の実施可能性の分

析，日本建築学会研究報告九州支部環境系第２号，２００９.

１１３） 高 永志，玄 姫，外岡 豊，高 偉俊，蘇 媛：中国の非住宅建築物のエネルギー消費の推移と構成

に関する研究，日本建築学会研究報告九州支部環境系第２号，２００９

１１４） 玄 姫，外岡 豊，龍 有二，福田展淳，高 偉俊：熱電力需要比率から見たコージェネレーションシ

ステムの省エネ効果の比較手法に関する研究─中国の夏暑冬寒地域と厳寒地域の複合建築施設に

おけるケーススタディ，日本建築学会研究報告九州支部環境系第２号，２００９

１１５）Tonooka, Y., W. Gao, H. Li, J. Xuan, Y. Su:Estimation Trial of Non-Domestic Building Energy 

Consumption  in  China, AIUE,  6 th  International  Symposium of  Asia  Institute  of  Urban 

Environment, “Energy Conservation and Carbon off in Asia City”, ２００９.９.２０-２２, Changchun, China
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１１６） Li, H., J.Xuan, W.Gao, Y.Tonooka, G.Nan:Urbanization and Rural Problems in China : A Challenge

　　for Environmentally Harmonious and Sustainable Society, AIUE, 6th International Symposium of

Asia Institute of Urban Environment, “Energy Conservation and Carbon off in Asia City”, ２００９.９.２０-

２２, Changchun, China

１１７） Xuan, J., W. Gao, X. Pei, X.Wei, H. Li, Y.Tonooka, Y. Ning：Survey Research on Reality of Energy

 Consumption in Non-residential Buildings in Changchun in China AIUE, 6th Internationa

 Symposium of Asia Institute of Urban Environment, “Energy Conservation  and Carbon off in

Asia City” , ２００９.９.２０-２２, Changchun, China

１１８）Xin, X., S.Gao, Y.Tonooka, Y.Jun, W.Gao, J.Ling., J.Cui, X.Wu, X.Wang （２００９）

Investigation and Analysis for the Current Condition of Rural Residential Energy Consumption 

in Jilin, China, AIUE,  6th International  Symposium of Asia Institute of Urban Environme “Energy 

Conservation and Carbon off in Asia City”, ２００９.９.２０-２２, Changchun,  China

１１９）Gao, W., Y.Guo, J.Ren, Y.Tonooka, H.Li：Kitakyushu ’s Initiative on Energy Saving and Carbon off 

of a City, AIUE, 6th International Symposium of Asia Institute of Urban Environment,“Energy 

Conservation and Carbon off in Asia City”, ２００９.９.２０-２２, Changchun, China

１２０）    李 海峰，高 偉俊，外岡 豊：中国の都市化と建築エネルギー消費に関する考察日本建築学会（東

北），学術講演梗概集，D - １，４０３７４，p７９９-８００，東北学院大学，２００９.８.２６-２９，仙台市

１２１）玄 姫，裴 雪峰，高 偉俊，福田展淳，龍 有二，渡邊俊行，外岡 豊，李 海峰：用途別エネルギー

消費量の実態調査 : 中国長春市における非住宅建築物のエネルギー消費に関する調査研究（その

１），日本建築学会（東北），学術講演梗概集，D-１，４０３７５，p８０１-８０２，東北学院大学，２００９.８.２６-

２９，仙台市

１２２）玄 姫，裴 雪峰，高 偉俊，福田展淳，龍 有二，渡邊俊行，外岡 豊，李 海峰：某ホテルのエネル

ギー消費実態及び省エネ対策の効果 : 中国長春市における非住宅建築物のエネルギー消費に関す

る調査研究（その２），日本建築学会（東北），学術講演梗概集，D -１，４０３７６，p８０３-８０４，東北学

院大学，２００９.８.２６-２９，仙台市

１２３）李 哲，任 洪波，高 偉俊，李 海峰，外岡 豊： 中国における仮想パワープラント（VPP）の導入可

能性に関する研究，日本建築学会（東北），学術講演梗概集，D-１，４０３８３，p８１７- ８１８，東北学院大

学，２００９.８.２６-２９，仙台市

１２４）官 冬杰，深堀秀敏，外岡 豊，李 海峰，高 偉俊：７５６５ システム・ダイナミクス手法による中国の

都市経済と環境の関係に関する研究：その１都市経済と環境システムの分析手法，日本建築学会

（東北），学術講演梗概集，７５６５，p１１９９-１２００，東北学院大学，２００９.８.２６-２９，仙台市

１２５）深堀秀敏，官 冬杰，外岡 豊，李 海峰，高 偉俊：７５６６ システム・ダイナミクス手法による中国の

都市経済と環境の関係に関する研究： その２都市経済と環境システムの結果分析，日本建築学会

（東北），学術講演梗概集，F-１，７５６６，p１２０１-１２０２，東北学院大学，２００９.８.２６-２９，仙台市

１２６） 外岡 豊：低炭素社会・都市・建築の要素整理，低炭素社会・都市・建築シンポジウム─真の持続

可能性を目指して，企画講演，埼玉大学東京サテライト，２００９.６.１８，東京都   
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１２７） 外岡 豊，高 偉俊，李 海峰，玄 姫，寧 亜東：中国建築部門におけるエネルギー消費，CO2 排出構

造の分析・予測，エネルギー・資源学会研究発表会２８講演論文集，２００９.６.１０-１１，東京都   

１２８） 外岡 豊，寧 亜東，黎 明，韓 驥：中国交通部門におけるエネルギー消費，CO2 排出構造の分析・

予測，エネルギー・資源学会研究発表会２８講演論文集，２００９.６.１０-１１，東京都   

１２９） 玄 姫，李 海峰，高 偉俊，外岡 豊，寧 亜東：中国農村部におけるバイオマスの利用状況と政策動

向，エネルギー・資源学会研究発表会２８講演論文集，２００９.６.１０-１１，東京都   

１３０） 高 偉俊，外岡 豊，李 海峰，任 建興：中国における電力エネルギーの技術及び政策動向，エネル

ギー・資源学会研究発表会２８講演論文集，２００９.６.１０-１１，東京都   

１３１） 外岡 豊，寧 亜東，朱 徳志，李 海峰，高 偉俊：中国鉄鋼業とセメント業におけるエネルギー消費

構造の分析・予測，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２５講演論文集，２２-５，

p１００，２００９.１.２９-３０，東京都  

１３２） 寧 亜東，外岡 豊，朱 徳志，楊 永，王 君，秦 偉偉，韋 新東，劉 京：中国東北地域における農村

部住宅エネルギー消費構造の調査・分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２５講

演論文集，２２-４，p９９，２００９.１.２９-３０，東京都  

１３３） 寧 亜東，外岡 豊，朱 徳志，楊 永，王 君，秦 偉偉：中国大連地域における農村部住宅エネルギー

消費構造の調査・分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２５講演論文集，２２-３，

p９８，２００９.１.２９-３０，東京都  

２００８年

１３４）外岡 豊：２１世紀を迎えて─歴史の大転換点に生きる，キワニスクラブ１７６回例会，招待講演，

２００８.１２.３，さいたま市大宮

１３５）外岡 豊：住宅と CO2 排出削減対策，埼玉県地球温暖化防止活動推進員研修，招待講演２００８.１１.３０，

さいたま市大宮

１３６） Tonooka, Y: A Concept for Sustainable Town and Building, Part1 A First Step Toward 

Sustainable Town from Existing Urban Area : A New Institution of Real Estate Exchange for 

More Green Space ─持続可能な環境理想都市と建築　その１現存都市から持続可能都市への一

歩─緑地拡大のための不動産交換制度変革，Proc. Creation of Asian City Model for Sustainable 

Development, AIUE, 5th International Symposium of Asia Institute of Urban Environment, p４０-

４４, ２００８.１１.２４-２６, Kurobe-city, Toyama-perf.

１３７）   Tonooka, Y:A Concept for Sustainable Town and Building, Part 2 An Image Proposal of A Human 

Scale Uran Building with a Light Structure for Sustainable City, 持続可能な環境理想都市と建築

その２持続可能都市要素としての軽量・低層建築の提案，Proc. Creation of Asian City Model for 

Sustainable Development, AIUE, 5th International Symposium of Asia Institute of Urban Environment, 

p４５-４８, ２００８.１１.２４-２６, Kurobe-city, Toyama-perf.

１３８） Tonooka, Y: A Concept for Sustainable Town and Building, Part3 An Idea of A Sustainable New 

Town Considering Relationship between Human Being and Nature, 持続可能な環境理想都市と
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建築　その３自然と人間の関係を考慮した新設持続可能都市構想，Proc. Creation of Asian City 

Model for Sustainable Development, AIUE, 5th International Symposium of Asia Institute of 

Urban Environment, p４９-５２，２００８.１１.２４-２６, Kurobe- city, Toyama-perf.

１３９） 埼玉大学外岡豊ゼミ他学生＋外岡 豊：パネルディスカッション「僕らが暮らす明日の未来を考え

よう」～地球環境問題への工学，社会環境，教育などの諸領域からのアプローチ～，国際さいた

まシンポジウム－気候変動による国際的課題，さいたま市主催，招待講演，（司会：日高聡子，北

村真也，パネリスト：山口忠成，木村圭吾，尾形 純，小杉春菜，市川裕隆，杜佳�，コーディ

ネーター：外岡 豊），２００８.１１.０９-１０，浦和市

１４０）外岡 豊：カーボンニュートラルは可能か，大林組・特別講演，大林組技術研究所，招待講演，

２００８.１１.０７，清瀬市

１４１）    外岡 豊：建築対策・補足─いますぐ開始すべき御薦め対策，建築学会シンポジウム，京都議定書

に建築は何ができるか─京都議定書約束期間を迎える地球温暖化対策と建築分野からの貢献，日

本建築学会シンポジウム，企画講演，２００８.１１.０５，東京都  　

１４２）外岡 豊：住宅と CO2 排出削減対策，埼玉県すまいの温暖化対策協議会，生活と環境展，招待講演

２００８.１０.３０，さいたま市大宮

１４３）外岡 豊：地球温暖化の原因と対策─生活者の立場から，地球の環境と私たちのくらし，さいたま

市教育委員会，別所会館，招待講演，２００８.１０.２２，さいたま市　　

１４４） 外岡 豊：中国農村部の実態，アジア地域における建築環境と SustainableDevelopment，日本建築

学会大会（中国）地球環境委員会研究協議会，企画講演，２００８.９.１８-２０，東広島市

１４５） 韋 新東，外岡 豊，尹 軍，近藤康彦，寧 亜東：中国吉林省農村部家庭部門におけるエネルギー消

費構造に関する調査・分析，日本エネルギー学会大会１７講演要旨集，８-１０，p３３０-３３１，２００８.８

１４６）外岡 豊：再生可能資源，大連理工大学能源与動力学院，招待講演，２００８.７.１７，大連市

１４７）Tonooka, Yutaka:,Yadong Ning : Energy Consumption of Rural Housing in China and Climate 

Change, Forum 01, A Commentary on the Residential Energy Consumption in China, Data 

Secured and Required, COBEE, Invited, ２００８.７.１３-１６, Dalian, China   　　　

１４８）Tonooka, Yutaka:, Yadong Ning: Building Energy Consumption and Emission of GHGs and Air 

Pollutants in Japan and Chinaumption in China, COBEE, ２００８.７.１３-１６, Dalian, China   　　　

１４９）Tonooka, Y: Energy Consumption and Greenhouse Gas Emissions of Rural Housing in China, 

Disucussion meeting in Qinghua university Resource Centre, Invited、２００８.７.１１, Beijing, China  

１５０） 外岡 豊：中国の大気汚染物質，温室効果関連物質の排出量推計と削減可能性，大気環境学会都市

大気環境モデリング，発生源対策分科会講演会「国内外排出量インベントリの現状とその評価」，

IGES 東京分室，２００８.７.０１，東京都  

１５１）外岡 豊，深澤大樹，金本 圭一朗：日本の建築部門における CO2 排出の現状と削減シナリオ，エ

ネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２４講演論文集，３２-１，p１４４，p５４１-５４４，２００８.１.３０-

３１，東京都  

１５２） 寧 亜東，外岡 豊：上海市の住宅部門におけるエネルギー消費構造の経年動向に関する分析，エネ
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ルギーシステム・経済・環境コンファレンス２４講演論文集，１７-１，p７８，p３０１-３０４，２００８.１.３０-３１，

東京都  

２００７年

１５３）Tonooka, Y.: The Structure of Building Energy Consumption in China, Special Session Building 

Energy in China the Present and the Future, IAQVEC 6th, Invited, ２００７.１０.２８-３１, Sendai-city 

１５４）外岡 豊：どうする気候変動問題，浦高会総会・記念講演，招待講演，２００７.１０.２０，さいたま市大宮

１５５）姜 中天，吉野 博，渡辺俊行，吉野泰子，張 晴原，高 偉俊，外岡 豊，熊谷一清，羽山広文：中国

の都市集合住宅における暖冷房使用と用途別エネルギー消費量の実態，調査，空気調和衛生工学

会学術講演会論文集，H-９，p１４５１-１４５４，２００７.８

１５６）外岡 豊：長期シナリオ比較─目標・現実・実現，地球環境委員会研究協議会，日本建築学会大会

（九州），企画講演，福岡大学，２００７.８.２９-３１，福岡市

１５７） 伊香賀 俊治，小池万里，吉野 博，長谷川 兼一，外岡 豊，下田吉之，三浦秀一：４０４９０ 住宅内の

エネルギー消費量の都道府県別将来推計に関する研究（その１１） : 断熱改修を検討するための断

熱基準別戸数推計データベースの改良，日本建築学会（九州）学術講演梗概集，D - １，４０４９０，

p１０１９-１０２０，福岡大学，２００７.８.２９-３１，福岡市

１５８）尹 軍，韋 新東，外岡 豊：中国吉林省農村部住宅におけるエネルギー消費実態調査分析，日本建

築学会（九州）学術講演梗概集，D-２，４１０９６，p１９１-１９２，日本建築学会大会（九州），福岡大学，

２００７.８.２９-３１，福岡市

１５９）姜 中天，吉野 博，于 リャン，渡辺俊行，吉野泰子，張 晴原，高 偉俊，外岡 豊，熊谷一清，羽

山広文：中国の都市住宅における暖冷房使用とエネルギー消費量の実態調査，日本建築学会（九

州）学術講演梗概集，D-２，４１０９５，p１８９-１９０，福岡大学，２００７.８.２９-３１，福岡市

１６０）長谷川 兼一，吉野 博，伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万里：低負荷型ライフ

スタイルの省エネルギー効果に関する調査研究 : その７ 実行グレードの設定と住宅内エネルギー

消費量の削減効果，日本建築学会（九州）学術講演梗概集，D-２，４１０８４，p１６７-１６８，福岡大学，

２００７.８.２９-３１，福岡市

１６１）近藤康彦，村田晃伸，山田公子，坂本和彦，外岡 豊，周 �生，劉 炳義：中国の民生家庭部門に

おけるエネルギー消費実態調査，日本エネルギー学会大会１６講演要旨集，８-３，p３４０-３４１，２００７.８

１６２）近藤康彦，村田晃伸，山田公子，坂本和彦，外岡 豊，周 �生，劉 炳義，趙 越：中国の農村部家

庭部門におけるエネルギー需要分析，日本エネルギー学会大会１６講演要旨集，８-４，p３４２-

３４３，２００７.８

１６３）外岡 豊：大連理工大学客座教授就任講演，大連理工大学能原与動力学院，２００７.６.２８，大連市，中国

１６４）寧 亜東，外岡 豊：中国セメント業における生産形態とエネルギー消費構造に関する分析，エネ

ルギー・資源学会研究発表会２６講演論文集，p ３０３-３０６，２００７.６

１６５）姜 中天，吉野 博，崔 凱，于リャン，渡辺俊行，吉野泰子，張 晴原，高 偉俊，外岡 豊，熊谷一

清，羽山広文：中国の都市住宅における温熱環境とエネルギー消費の実態調査（環境工学），日本
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建築学会東北支部研究報告集 . 計画系（７０），A-２１，p８７-９０，２００７.６

１６６）長谷川兼一，吉野 博，伊香賀俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万里：省エネ型ライフ

スタイルの実行度合いと住宅内エネルギー消費量の削減効果（環境工学），日本建築学会東北支部

研究報告集 . 計画系 （７０），A-２６，p１０５-１０８，２００７.６

１６７） 韋 新東，外岡 豊，尹 軍：４６４ 中国東北地域農村部住宅におけるエネルギー消費実態調査分析（環

　　境工学），日本建築学会研究報告 . 九州支部 . ２，環境系（４６），p２５３-２５６，２００７.３

１６８） 寧 亜東，外岡 豊，近藤康彦：中国地域別家庭部門におけるエネルギー消費構造分析と将来予測，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２３講演論文集，p２６３-２６６，２００７.１.２５-２６，東京都

１６９）寧 亜東，外岡 豊，近藤康彦：中国鉄鋼業における生産形態とエネルギー消費構造に関する分析，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２３講演論文集，p２５９-２６２，２００７.１.２５-２６，東京都

１７０）黄 錚，外岡 豊，坂本和彦，王 青躍：環境クズネッツ曲線からみた東アジアの大気環境と都市化

問題，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２３講演論文集，p１４７-１５０，２００７.１.２５-２６，

東京都

１７１） 平野 勇二郎，外岡 豊，伊香賀 俊治，亀卦川 幸浩，藤沼 康実：竣工設備データを用いた業務部

門エネルギー消費原単位の詳細評価，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２３講演論

文集，p１３７-１４０，２００７.１.２５-２６，東京都

１７２） 外岡 豊，深澤大樹，金本 圭一朗：日本の家庭部門における CO2 排出削減シナリオ，エネルギー

システム・経済・環境コンファレンス２３講演論文集，p２５-２８，２００７.１.２５-２６，東京都

１７３）外岡 豊，石田武志，深澤大樹，金本 圭一朗：日本の業務部門における CO2 排出削減シナリオ，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２３講演論文集，p２１-２４，２００７.１.２５-２６，東京都

２００６年

１７４）平野 勇二郎，外岡 豊，伊香賀 俊治，他：民生業務部門エネルギー消費原単位に関する各種資料

の比較，環境システム研究論文発表会３４講演集，土木学会，p３７-４４，２００６.１０

１７５）伊香賀 俊治，吉野 博，長谷川 兼一，小池万里，外岡 豊，下田吉之，三浦秀一：住宅内のエネル

ギー消費量の都道府県別将来推計に関する研究（その １０）： エネルギー消費量と CO2 排出量の

２０５０年までの推計結果，空気調和衛生工学会学術講演会論文集，G-６０，p２１３７-２１４０，２００６.９.２７-２９

１７６） 小池万里，伊香賀 俊治，吉野 博，長谷川 兼一，外岡 豊，下田吉之，三浦秀一：住宅内のエネル

ギー消費量の都道府県別将来推計に関する研究（その９） : インターネットを利用したCO2排出量

の２０５０年までの将来推計サービス，日本建築学会，学術講演梗概集，D-２，４１１０１，p２０１-２０２，神

奈川大学，２００６.９.０７-０９，横浜市

１７７）Tonooka, Y.: Energy Consumption and GHGs Emission Inventory of Buildings in Japan, 

Presentation for prof. Tadj Oreszczyn and Prof. Robert Lowe Group, Univeristy College London, 

２００６.９.０５, London  

１７８） 韋 新東，尹 軍，外岡 豊：８ - ９. 中国吉林省農村部住宅におけるエネルギー消費実態調査分析，日

　　本エネルギー学会大会１５講演要旨集，p ４１９-４２０，２００６.８.４
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１７９） 寧 亜東，外岡 豊，劉 京：８ - ８. 中国東北農村部家庭部門におけるエネルギー消費構造に関する調

査・分析，日本エネルギー学会大会１５講演要旨集，p４１７-４１８，２００６.８.４

１８０） 高 偉俊司会，外岡 豊他：ごみ処理と国境を越える資源循環─私が分別したゴミはどこへ行くの？

─パネルディスカッション，SGRA フォーラム in 軽井沢２４，SGRA レポート No.００３５，p６２-

７５，２００６.７.２２

１８１） Tonooka, Y：Energy  Consumption  and  GHGs  Emissions  of  Buildings in Japan, China  and  UK,

 IEA, Paris, ２００６.７.０５, Paris　

１８２） 外岡 豊，田中恭子，東野晴行 : 東アジアにおけるエアロゾル成因物質排出量推計，「東アジアにお

けるエアロゾルの大気環境インパクト」シンポジウム，科研費特定領域研究（A），２００６.７

１８３）寧 亜東，外岡 豊，周 �生：中国地域別交通運輸部門の輸送需要特徴とエネルギー消費構造分析，

エネルギー・資源学会研究発表会２５講演論文集，p１５５-１５８，２００６.６

１８４）外岡 豊：西安交通大学客座教授就任講演，人居環境学院，２００６.４.０７，西安，中国

１８５）伊香賀 俊治，小池万里，外岡 豊，下田吉之，三浦秀一：日本の家庭からの CO2 排出量の２０５０年

までの都道府県別逆予測，日本 LCA 学会研究発表会１講演要旨集，p５７，２００６.３.

１８６） 外岡 豊：業務部門エネルギー消費実態とその排出削減対策，公開シンポジウム，日本の２１世紀型・

業務部門温暖化対策技術普及シナリオとは？，国立環境研究所，招待講演，２００６.２.２１，つくば市

１８７） Tonooka, Y.: Emission Inventory  of  Aerosols  and Their Precursors  in  China, Joint ACCENT/

GEIA Workshop on Anthropogenic Emissions for Non-OECD Countries in Global Inventories, 

IIASA, ２００６.２, Laxemburg, Austria 

１８８） 外岡 豊，石田武志，深澤大樹，馬場 剛，中口毅博：業務部門における温室効果ガス排出削減対

策について その３，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２２講演論文集，p６３５-

６３８，２００６.１.２６-２７，東京都  

１８９） 深澤大樹，中口毅博，外岡 豊，三浦秀一：地方自治体における民生家庭部門温室効果ガス削減対

策の特性分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２２講演論文集，p６２７-

６３０，２００６.１.２６-２７，東京都  

１９０）村橋喜満，外岡 豊，深澤大樹：わが国住宅の暖冷房におけるエネルギー生産性の評価 : その１ : 

４棟の高断熱・高気密住宅での実測調査を踏まえて，エネルギーシステム・経済・環境コンファ

レンス２２講演論文集，p５５３-５５６，２００６.１.２６-２７，東京都  

１９１） 寧 亜東，外岡 豊，近藤康彦：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出量の将来動向と対策

効果予測モデル分析 : その１２ 中国家庭部門エネルギー消費構造分析と大気汚染物質及び温室効

果ガス排出量の推計─排出量予測，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２２講演論文

集，p２７７-２８０，２００６.１.２６-２７，東京都  

１９２） 寧 亜東，外岡 豊，近藤康彦：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出量の将来動向と対策

効果予測モデル分析：その１１中国家庭部門エネルギー消費構造分析と大気汚染物質及び温室効

果ガス排出量の推計─燃料消費構造予測，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２２講

演論文集，p ２７３-２７６，２００６.１.２６-２７，東京都  
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１９３） 黄 錚，外岡 豊，坂本和彦，王 青躍，近藤康彦：環境クズネッツ曲線からみた中国の大気環境と

都市化問題，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２２講演論文集，p ５５-５８，２００６.１.２６-

２７，東京都

１９４） 外岡 豊：田中恭子，東野晴行：エアロゾル成因物質の排出量推計，東アジアにおけるエアロゾル

の大気環境インパクト（AIE）平成１７年度シンポジウム講演要旨集，p４８-４９，京都大学，２００６.１.１６-

１８，京都市

１９５） 外岡 豊：持続可能な地球社会をめざした都市と環境のパラダイムシフト，都市問題会議，２３０回

例会，２００６.１.１４，東京都  　

２００５年　　　

１９６） Tonooka, Y.:Energy Consumption and Black Carbon Emssion in Rural House in China, AIUE 

2nd, International Symposium on Sustainable Development of Asia City Environment, Xi’an 

Jiaotong University, ２００５.１１.２３-２５, Xi’an city, China

１９７）    Tonooka, Y., H. Higashino, K.Tanaka, Y. Ning, A. Kannari : Emission Inventory of Aerosols and 

their Precursors in East Asia, International Symposium on Atmospheric Environmental 

Impacts of Aerosols in East Asia, Kyoto University, ２００５.9.１９-２１, Kyoto city

１９８）小池万里，伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，水石 仁：住宅内のエネルギー消費量の

都道府県別将来推計に関する研究（その５）：住宅内のエネルギー消費推計マクロモデルの改良

日本建築学会，学術講演梗概集，D-２，４１１４１，p３１１-３１２，近畿大学，２００５.９.０１-０３，東大阪市

１９９）伊香賀 俊治，小池万里，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，水石 仁：住宅内のエネルギー消費量の

都道府県別将来推計に関する研究（その６）：住宅の省エネルギー対策による CO2 削減量の２０２０

年までの予測，日本建築学会，学術講演梗概集，D-２，４１１４２，p３１３-３１４，近畿大学，２００５.９.０１-０３，

東大阪市

２００） 内海康雄，神村一幸，外岡 豊，三田村 輝章，中根 英昭：CO2 削減のための建築設備の自動コン

トロールシステム技術に関する開発・研究：その１ プロジェクトの概要，日本建築学会，学術講

演梗概集，D-２，４１６４１，p１３３３-１３３４，近畿大学，２００５.９.０１-０３，東大阪市

２０１）伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万里：I - ３２ 住宅内のエネルギー消費量の都道

府県別将来推計に関する研究（その８）：断熱・家電製品・ライフスタイルの変更による CO2 削減

量，空気調和衛生工学会学術講演会論文集，p１４４９-１４５２，２００５.８.９-１１，札幌市

２０２）小池万里，伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之：住宅内のエネルギー消費量の都道府県

別将来推計に関する研究（その７）：世帯あたりエネルギー消費量の推計値と実測値の比較，空気

調和衛生工学会学術講演会論文集，I - ３１，p１４４５-１４４８，２００５.８.９-１１，札幌市

２０３）内海康雄，神村一幸，井上 隆，外岡 豊，三田村 輝章，百田真史，吉田 友紀子，中根英昭：CO2 

排出量削減のための空調機器の自動制御システム開発に関する研究 ：（第１報） 開発プロジェク

トの概要，空気調和衛生工学会学術講演会論文集，C-６５，p１７３７-１７４０，２００５.８.９ -１１，札幌市

２０４）伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万里：民生家庭部門 CO2 排出量と温暖化対策
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効果の都道府県別将来推計，日本エネルギー学会大会１４講演要旨集，６-１６，p３１０-３１１，２００５.８，

大阪市

２０５）村橋喜満，外岡 豊，深澤大樹：日本の住宅における温室効果ガス排出削減対策，日本エネルギー

学会大会１４講演要旨集，６-１７，p３１２-３１３，２００５.８，大阪市

２０６）寧 亜東，外岡 豊，深澤大樹，村橋喜満：中国の住宅における温室効果ガス排出削減対策，日本

エネルギー学会大会１４講演要旨集，６ - １８，p３１４-３１５，２００５.８，大阪市

２０７） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国交通部門における輸送需要とエネルギー消

費構造の将来予測と対策効果分析，日本エネルギー学会大会１４講演要旨集，８- ６，p３６４-

３６５，２００５.８，大阪市

２０８）Kannnari, A., Y.Tonooka, K.murano, T.Baba：Development of Multiple Species Emssions 

Inventory, Acid Rain２００５, ２００５.６, Prague, Czecho

２０９） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析：その１０ 中国交通部門輸送需要構造の推移とエネル

ギー消費構造に関する分析と推計，エネルギー・資源学会研究発表会２４講演論文集，p１３-

１６，２００５.６.０９-１０，東京都

２１０） 外岡 豊，寧 亜東，東野晴行，田中恭子，深澤大樹：東アジアにおける温室効果ガス排出削減対

策 : 中国住宅バイオマス・エネルギー消費とエアロゾル排出抑制，エネルギー・資源学会研究発

表会２４講演論文集，p２７-３０，２００５.６.０９-１０，東京都

２１１）黄 錚，外岡 豊，近藤康彦：環境クズネッツ曲線から見た中国の地域経済発展と水環境，固体廃

棄物問題，エネルギー・資源学会研究発表会２４講演論文集，p７３-７６，２００５.６.０９-１０，東京都

２１２）外岡 豊，深澤大樹，中口毅博，馬場 剛，中根英昭，藤野 毅：部門における温室効果ガス排出削

減対策について その２，エネルギー・資源学会研究発表会２４講演論文集，p２７３-２７６，２００５.６.０９-

１０，東京都

２１３） 伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万里 : 住宅のエネルギー消費量と CO2 排出量の

都道府県別マクロシミュレーション手法の開発，日本 LCA 学会研究発表会講演要旨集 ，

p７５，２００５.３，つくば市　　

２１４）  Tonooka Y.A.Kannari, K.Murano：Emission Inventory Comparison : China Case in ２００２, MICS-

ASIA workshop, IIASA, ２００５.２.１４-１５, Laxenburg, Austria 

２１５）寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析 : その８ 中国都市部家庭部門エネルギー消費構造の予測

及び大気汚染物質，温室効果ガス排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレン

ス２１講演論文集，p３９１-３９４，２００５.１，東京都  

２１６） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析 : その９中国農村部家庭部門エネルギー消費構造分析と

大気汚染物質及び温室効果ガス排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス

２１講演論文集，p３９５-３９８，２００５.１，東京都  
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２１７）村橋喜満，外岡 豊，鈴木憲三，深澤大樹：高断熱高気密住宅における夏期の室内温熱環境とエネ

ルギー消費特性 : 会津若松における三年間の実測調査を踏まえて，エネルギーシステム・経済・

環境コンファレンス２１講演論文集，p４６９-４７２，２００５.１，東京都  

２１８）深澤大樹，外岡 豊，村橋喜満，三浦秀一：住宅部門における地域別のエネルギー消費と CO2 排

出実態の現況分析 : ２００２年度における都道府県・政令市別推計，エネルギーシステム・経済・環

境コンファレンス２１講演論文集，p ５７３-５７６，２００５.１，東京都  

２１９） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析 : その８中国都市部家庭部門エネルギー消費構造の予測

及び大気汚染物質，温室効果ガス排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレン

ス２１講演論文集，p３９１-３９４，２００５.１，東京都  

２００４年

２２０） Tonooka Y.：A survey on the energy consumption in rural households in the fringes of Xian city, 

 3rd EERB２００４, ２００４. Xi’ an, China（invited）

２２１） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生 : 中国の家庭部門におけるエネルギー消費構造と

環境負荷物質の排出動向に関する分析及び対策効果の予測，中国科学院山西煤炭化学研究所，招

待講演，２００４.１０.２９，太原市，中国

２２２） 吉田 友紀子，井上 隆，神村一幸，内海康雄，三田村 輝章，百田真史，外岡 豊，平野 勇二郎：B-

４３ エネルギー消費削減目標への技術的解決について，空気調和衛生工学会学術講演会論文集，

p１５３９-１５４２，２００４.８

２２３） 伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，小池万理，深澤大樹，水石 仁：住宅内のエネルギー

消費量の都道府県別将来推計に関する研究（その１） ：住宅内のエネルギー消費推計マクロモデル

の概要，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，D - ２，４１１８４，p３９５-３９６，北海道大学，２００４.８.２９-

３１，札幌市

２２４） 小池万里，伊香賀 俊治，三浦秀一，外岡 豊，下田吉之，深澤大樹，水石 仁：４１１８５ 住宅内のエ

ネルギー消費量の都道府県別将来推計に関する研究（その２） ：住宅内のエネルギー消費推計マ

クロモデルの検証，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，D - ２，４１１８５，p３９７-３９８，北海道

大学，２００４.８.２９-３１，札幌市

２２５） 深澤大樹，外岡 豊，伊香賀 俊治，三浦秀一，小池万里：４１１８７ 住宅内のエネルギー消費量の都道

府県別将来推計に関する研究（その４） ： 都道府県別住宅断熱水準，日本建築学会（北海道），学術

講演梗概集，D-２，４１１８７，p４０１-４０２，北海道大学，２００４.８.２９-３１，札幌市

２２６） 村橋喜満，鈴木憲三，外岡 豊：住宅の断熱性能と電力消費量のピークカットに関する研究 : 会津

若松の戸建住宅における実測と評価を通して，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，D-

２，４１５７７，p１１９７-１１９８ ，北海道大学，２００４.８.２９-３１，札幌市

２２７） Hutchinson, D., D.Vowles, A.kannari, Y.Tonooka, Y.Nishida: Air Quality in London and Tokyo: A 

Comparison, World Clean Air and Environmental Protection １３th Congress and Exhibition, ２００４. 
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８.２２-２７, London, UK 

２２８） Tonooka, Y., Y.Ning, A.Kannari, K.murano, H.Higashino, H.Mu, Y.kondou: Air pollutants and 

GHGs Emission Inventory in East Asia, World Clean Air and Environmental Protection １３th 

Congress and Exhibition, ２００４. ８.２２-２７, London, UK 

２２９）近藤康彦，村田晃伸，穆 海林，坂本和彦，外岡 豊：アジア諸国における石炭利用技術導入可能

性に関する分析，日本エネルギー学会大会１３講演要旨集，８-２，p３１４-３１５，工学院大学新宿，

２００４.７.２９-３０，東京都   

２３０）黄 錚，外岡 豊，近藤康彦：中国の工業化とそのエネルギー消費，日本エネルギー学会大会１３講

演要旨集，８-１１，p３３２-３３３，工学院大学新宿，２００４.７.２９-３０，東京都   

２３１） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国交通部門における輸送需要の推移及びエネ

ルギー消費構造に関する研究，日本エネルギー学会大会１３講演要旨集，８-１３，p３３６-３３７，工学院

大学新宿，２００４.７.２９-３０，東京都   

２３２） 穆 海林，近藤康彦，周 �生，外岡 豊，寧 亜東，坂本和彦：中国における交通部門エネルギー消

費と環境排出に関する分析・予測，日本エネルギー学会大会１３講演要旨集，８-１４，p ３３８-３３９，工

学院大学新宿，２００４.７.２９-３０，東京都  

２３３）  外岡豊：２１世紀の環境経営，エコステージ研究会（中国人民大学訪日団研究交流集会），２００４.６.２５，

さいたま市大宮

２３４） 穆 海林，近藤康彦，村田晃伸，外岡 豊，周 �生，坂本和彦：中国における省別部門別細分化エ

ネルギー消費と環境排出に関する分析・予測モデルの開発，エネルギー・資源学会研究発表会２３

講演論文集，p４９-５２，２００４.６.１０-１１，大阪市

２３５）Kannari, A., Tonooka Y. K.Murano：Emission Inventory Intercomparison －  Japan Case －  , MICS-

ASIA workshop, 6th, IIASA, ２００４.２.０９-１０, Laxenburg, Austria 

２３６）  Tonooka Y.A.Kannari, K.Murano：Emission Inventory Intercomparison － China Case － , MICS-

ASIA workshop, 6th, IIASA, ２００４.２.０９-１０, Laxenburg, Austria 

２３７）近藤康彦，村田晃伸，穆 海林，小竹恵子，坂本和彦，外岡 豊：わが国を含めたアジア諸国のエ

ネルギー需給構造に関する基礎的な分析と評価，エネルギーシステム・経済・環境コンファレン

ス２０講演論文集，p９９-１０２，２００４.１.２９-３０，東京都  

２３８） 黄 錚，外岡 豊，近藤康彦：環境クズネッツ曲線の国際比較 : 日中長期動向分析，エネルギーシス

テム・経済・環境コンファレンス２０講演論文集，p１５１-１５４，２００４.１.２９-３０，東京都  

２３９）外岡 豊，深澤大樹，中口毅博，馬場 剛：業務部門における温室効果ガス排出削減対策について，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス ２０講演論文集，p２５９-２６２，２００４.１.２９-３０，東京都 

２４０）　 三浦秀一，外岡 豊，野地洋史，中口毅博：家計調査による建物属性別エネルギー消費に関する

研究，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２０講演論文集，p２８１-２８４，２００４.１.２９-３０，

東京都

２４１）野地洋史，外岡 豊，三浦秀一，中口毅博，深澤大樹，村橋喜満：家計調査による住宅エネルギー

消費の地域特性に関する研究，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２０講演論文集，
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p２８５-２８８，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４２） 深澤大樹，外岡 豊，村橋喜満，三浦秀一：日本の住宅部門における温室効果ガス排出削減対策の

検討： その１ ２０００年度実績値をもとにした主要機器別対策効果算定手法の検討，エネルギーシ

ステム・経済・環境コンファレンス２０講演論文集，p２８９-２９２，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４３） 深澤大樹，外岡 豊，村橋喜満，三浦秀一：日本の住宅部門における温室効果ガス排出削減対策の

検討 : その２ 断熱性能向上と高効率家電機器の普及による地域別対策効果の算定，エネルギーシ

ステム・経済・環境コンファレンス２０講演論文集，p２９３-２９６，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４４）石原 優，深澤大樹，村橋喜満，外岡 豊：家庭用エネルギー供給機器の温暖化対策費用効果分析，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス ２０講演論文集，p２９７-３００，２００４.１.２９-３０，東京都 

２４５） 穆 海林，近藤康彦，外岡 豊，寧 亜東，周 �生，坂本和彦：中国における鉄鋼製造エネルギー消

費の現況分析及びその国際比較，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス２０講演論文

集，p３９５-３９８，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４６） 村橋喜満，外岡 豊，鈴木憲三，深澤大樹：住宅の断熱・気密性能と電力消費量のピークカットに

関する研究 : 会津若松の戸建住宅における実測と評価を通して，エネルギーシステム・経済・環

境コンファレンス２０講演論文集，p５６３-５６６，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４７） 寧 亜東，外岡 豊，深澤大樹，穆 海林，近藤康彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効

果ガス排出量の将来動向と対策効果予測モデル分析 ：その７ 中国都市部家庭部門エネルギー消費

構造分析と大気汚染物質及び温室効果ガス排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コン

ファレンス２０講演論文集，p５８１-５８４，２００４.１.２９-３０，東京都  

２４８） 外岡 豊，東野晴行：東アジアにおける将来 BC，OC 排出量予測─中国生活部門試算，東アジアに

おけるエアロゾルの大気環境インパクト（AIE）平成１５年度シンポジウム講演要旨集 p５１-５５，京

都大学，２００４.１.２６-２８，京都市

２４９） 安井 至，浅野直人，上野 潔，小野芳朗，外岡 豊，藤倉 良：パネルディスカッション「環境学の

体系化と研究・教育」，環境科学会誌１７（1），p７６-８２，東京大学駒場，２００４.１東京都  

２００３年

２５０） 外岡 豊：異常体験としての２０世紀後半から３千年紀を展望する，埼玉大学公開講座，地球環境

との共生を目指す，第１回，p ２ - １９，２００３.１０.１１，大宮市

２５１）外岡 豊，神成陽容，村野 健太郎，穆 海林，東野晴行：東アジア地域を対象とした大気汚染物質

排出量推計 : その   ９  エアロゾルの現況排出実態推計，大気環境学会年会４４講演要旨集，２M０９１５，

p５７１，２００３.，京都大学，９.２４-２６，京都市

２５２） 穆 海林，近藤康彦，外岡 豊，寧 亜東，周 �生，坂本和彦：東アジア地域を対象とした大気汚染

物質排出量推計：  その  １０ 中国におけるセメント部門のエネルギー消費とその大気汚染物質排出量

の現況分析と将来予測，大気環境学会年会４４講演要旨集，２M０９３０，p５７２，京都大学，２００３.９.２４-

２６，京都市

２５３） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，村田晃伸，周�生：東アジア地域を対象とした大気汚染
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物質排出量推計 : その １１ 中国の都市化を考慮した家庭部門の分析と予測，大気環境学会年会４４

講演要旨集，２M０９４５，p５７３，京都大学，２００３.９.２４-２６，京都市

２５４）外岡 豊，三浦秀一，村橋喜満：断熱強化による住宅エネルギー需要の地域別削減効果の検討（断

熱評価，環境工学 I），日本建築学会（中部），学術講演梗概集，４０５０３，p１０２１-１０２２，中部大学，

２００３.９.０５-０７，春日井市

２５５）鈴木憲三，村橋喜満，外岡 豊：４１０９６ 薄板軽量形鋼造に外張断熱を施した高断熱高気密住宅の室

内温熱環境とエネルギー消費特性 : その１ 会津若松の戸建住宅における冬期の評価，日本建築学

会（中部），学術講演梗概集，４１０９６，p２１３-２１４，中部大学，２００３.９.０５-０７，春日井市

２５６） 伊香賀 俊治，外岡 豊，佐藤正章：１９９５年産業連関表に基づく LCA データベース，空気調和衛生

工学会学術講演会論文集，OS-１，p６０５-６０８，２００３.８

２５７） 寧 亜東，外岡 豊，村田晃伸，近藤康彦，穆 海林：中国の都市化を考慮した都市部家庭部門エネ

ルギー消費動向の分析と予測，日本エネルギー学会大会１２講演要旨集，４ - ３，p２６０-２６１，２００３.７，

札幌市

２５８）近藤康彦，村田晃伸，穆 海林，小竹恵子，坂本和彦，外岡 豊：アジア国別のエネルギー需給見

通しにおける基礎的な分析，日本エネルギー学会大会１２講演要旨集，９-１１，p４３２-４３３，２００３.７，

札幌市

２５９） 李 克�，外岡 豊，寧 亜東，近藤康彦，穆 海林，小竹 志織里：中国における家庭用電化製品によ

るエネルギー消費量の推計，日本エネルギー学会大会１２講演要旨集，９-１２，p４３４-４３５，２００３.７，

札幌市

２６０）穆 海林，近藤康彦，外岡 豊，寧 亜東，坂本和彦，周�生：近年中国におけるエネルギー消費状

況の解析，日本エネルギー学会大会１２講演要旨集，９-１３，p４３６-４３７，２００３.７，札幌市

２６１）外岡 豊：球温暖化防止のための国際協力，環境問題と国際協力：COP3 の目標は実現可能か，

SGRA フォーラム１２回，SGRA レポート No.００２０，p ３-１８，２００３.７.１９，軽井沢

２６２） 外岡 豊：前駆物質の排出実態，増え続ける光化学オキシダント─その原因と対策─，大気環境学

会特別講演会，２００３.７.０７，東京都  

２６３） 外岡 豊：地球温暖化対策概論，環境セミナー，紙パルプ技術協会，２００３.６.１０，東京都  　

２６４） Tonooka,  Y.:NMVOCs Emission Inventory in Japan, Saitama University Sympojium-Asian 

Energy and Environment, Organized by Tonooka, Y. ２００３.３.１４, Saitama-city

２６５）  Tonooka, Y, A. Kannari, H.Higashino, K. Murano:Emission Inventory of Air Pollutants in East 

Asia, International Conference on Atmospheric Science and Application to Air Quaality, 8th 

ASSAQ２００３, ２００３.３.１１-１３, Tsukuba　　

２６６）Kondou, Y, H.Mu, Y.Tonooka, Y.Ning, W.W.Zhou, K.Sakamoto:Emissions of NOx, SO2 and CO2 in 

China up to the year of ２０２０, 8thASSAQ２００３, ２００３.３.１１-１３, Tsukuba　　

２６７） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出量の将来

動向と対策効果予測モデル分析：その５ 中国の人口構成と都市化度別消費水準動向を反映した

民生部門予測，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９ 講演論文集，p３３１-３３６，２００３.１.３０ -
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３１，東京都  

２６８） 外岡 豊，寧 亜東，深澤大樹，穆 海林，近藤康彦：中国における住宅エネルギー消費と温室効果

ガス，大気汚染物質排出量の推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９講演論文

集，p３３７-３４２，２００３.１.３０-３１，東京都

２６９）   穆 海林，近藤康彦，外岡 豊，寧 亜東，周 �生，坂本和彦：Analyses on Accuracy and Sensitivity 

of Gray Energy Model，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９講演論文集，p３９９-

４０４，２００３.１.３０-３１，東京都  

２７０）近藤康彦，穆海林，村田晃伸，八木田 浩史，坂本和彦，外岡 豊：アジア諸国におけるエネルギー

需要量推定モデルの作成，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９講演論文集，

p４７９-４８２，２００３.１.３０-３１，東京都

２７１） 村橋喜満，外岡 豊，鈴木憲三，深澤大樹：地球温暖化対策の観点からみた住宅の「高断熱・高気

密化」対策とその誘導措置のあり方に関する研究：住宅の熱性能向上化対策とその費用対効果を

中心に，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９講演論文集，p５８１-５８６，２００３.１.３０-

３１，東京都

２７２）深澤大樹，外岡 豊，村橋喜満，三浦秀一：都道府県別住宅 CO2 排出実態の詳細推計 ：その３ 

２０００年度における建て方別・用途別推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１９

講演論文集，p７０３-７０８，２００３.１.３０-３１，東京都

２７３） 外岡 豊，東野晴行：エアロゾル成因物質の排出量推計─排出係数の適用を中心に，科研費特定領

域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」平成１４年度研究発表会，講演要

旨集 p47-48，２００３.２３-２５，つくば市

２００２年

２７４）外岡 豊：地球環境問題と公害─２０世紀を振り返って２１世紀を展望する，埼玉大学経済学部市民

講座第７回，２１世紀型日本システムを展望する─国際化・高齢化・自然環境を中心に，第７回，

大宮ソニックシティー・カレッジ，招待講演，２００２.１１.１４，大宮市

２７５）  外岡 豊：住宅エネルギー消費と燃料電池，エネルギー分科会講演，化学技術推進機構，招待講

演，２００２.１１.０７，東京都

 ２７６） Ikaga, T., Y.Tonooka: Integrated LCA & LCC Software of Buildings Proposed by the Architectural 

 Institute of Japan, S1-１０４，EcoBalance, 5th , Epochal Tsukuba, p９２５-９２６, ２００2.１１.６- ８, Tsukuba-city

２７７）　 Tonooka, Y.: Methodology of  Emission Factor for Stationary  Combustion Sources，The Workshop 

on East Asian Economy, Energy and Environement in ２１st Century for the ３０ th Anniversary of 

Normalization of Diplomatic Relations between Japan and China, Zhejiang University, ２００２.１０, 

Hanjiou, China

２７８） Tonooka, Yutaka, Hailin Mu, Yadong Ning  :  Energy Consumption in Residential House and 

Emissions Inventory of GHGs, Air Pollutants in China, Proc. of the 2nd International Workshop 

on Enrgy and Environment of Residential Buildings in China, Tongji University, ２００２.１０, １４-１５, 
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Shanghai, China 

２７９）神成陽容，外岡 豊，村野 健太郎：東アジア地域の大気汚染物質排出インベントリー開発，大気

環境学会年会４３講演要旨集，１F１４００，p３３６，農工大農学部，２００２.９.１１-１３，東京都府中市

２８０）外岡 豊，穆 海林，神成陽容，村野 健太郎：東アジア地域を対象とした大気汚染物質排出量推計 

: その６ ２０００年までの現況実態推，大気環境学会年会４３講演要旨集，１F１４１５，p３３７，農工大農

学部，２００２.９.１１-１３，東京都府中市　

２８１） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，近藤康彦，周 �生，坂本和彦：東アジア地域を対象とした大気汚染

物質排出量推計：その８ 都市化地域格差シナリオによる将来予測，大気環境学会年会４３講演要

旨集，１ F１４３０，p３３８，農工大農学部，２００２.９.１１-１３，東京都府中市

２８２）穆 海林 ，外岡 豊 ，近藤康彦 ，寧 亜東 ，周 �生 ，坂本和彦：東アジア地域を対象とした大気

汚染物質排出量推計：その７生産技術と対策技術シナリオによる将来予測，大気環境学会４４講演

要旨集，P２８，p４９８，農工大農学部，２００２.９.１１-１３，東京都府中市

２８３） 村橋喜満，鈴木憲三，外岡 豊：薄板軽量形鋼を枠組とした外張高断熱高気密住宅の温熱環境特性

とエネルギー消費効率の評価，日本建築学会（北陸），学術講演梗概集，D-２，p１７１-１７２，金沢工

業大学，２００２.８.０２-０４，金沢市

２８４）外岡 豊，三浦秀一：日本の住宅 CO2 対策の可能性評価，日本建築学会（北陸），学術講演梗概集，

D-１，p１０２１-１０２２，金沢工業大学，２００２.８.０２-０４，金沢市

２８５） 寧 亜東，外岡 豊，穆 海林，坂本和彦，周 �生，近藤康彦：中国における大気汚染物質と温室効

果ガス排出量の将来動向と対策効果予測モデル分析 ：その４ 中国の人口構成と都市化度別消費水

準動向を反映した将来シナリオ分析，エネルギー・資源学会研究発表会２１講演論文集，p２７-

３２，２００２.６.１２-１３，大阪市

２８６） Hailin, M., Y.Tonooka, Y. Ning, K. Sakamoto, W. Zhow, Y. Kondo : Analysis and Forecast Modeling

Enrgy Consumption and Emissions of Air Pollutants and GHGs in East Asi a -   Scenario Analysis 

of Production and Combustion Technologies for Heavy Industries in China，エネルギー・資源学

会研究発表会２１講演論文集，p３３-３８，２００２.６.１２-１３，大阪市

２８７）村橋喜満，外岡 豊，鈴木憲三，深澤大樹，三浦秀一：地球温暖化対策の観点からみた高断熱高気

密住宅の暖冷房と住まいのあり方に関する研究，エネルギー・資源学会研究発表会２１講演論文

集，p１５７-１６２，２００２.６.１２-１３，大阪市

２８８）外岡 豊，深澤大樹，村橋喜満，三浦秀一，Matthew Leach, David Hutchinson：住宅温室効果ガ

ス排出量削減対策の日英比較，エネルギー・資源学会研究発表会２１講演論文集，p２４７-２５２，２００２.

６.１２-１３，大阪市

２８９）深澤大樹，外岡 豊，村橋喜満，松井俊明，三浦秀一：都道府県別住宅 CO2 排出実態の詳細推計 : 

その２─暖冷房標準負荷計算による建て方別推計─，エネルギー・資源学会研究発表会２１講演論

文集，p２６１-２６６，２００２.６.１２-１３，大阪市 

２９０） Tonooka, Y.: Technologies for GHGs Emission Control in Industrial Sector, Group Training 

 　　Cource in “Techonology for GHGs Emission mitigation”, ICETT, JICA, ２００２.２.１１, tokyo 　

社会科学論集　第１４８号



49

２９１） 村橋喜満，外岡 豊，本藤祐樹，伊香賀 俊治：１９９５年建設部門産業関連表誘発 CO2 排出原単位分

析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１８講演論文集，p４５１-４５６，２００２.１.２４-２５，東京都

２９２） 外岡 豊，深澤大樹，村橋喜満，松井俊明，三浦秀一：都道府県別住宅 CO2 排出実態の詳細推計，

エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１８講演論文集，p４５７-４６２，２００２.１.２４-２５，東京都

２９３） 寧 亜東，穆 海林，外岡 豊，坂本和彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析：その３ 地域別・年齢別人口モデルとエネルギー消費

量，CO2 排出量推計，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１８講演論文集，p５７３-

５７８，２００２.１.２４-２５，東京都

２００１年

２９４）外岡 豊：２１世紀・都市と生活の環境設計，２１世紀の社会・都市・建築・生活─地球環境の視点

から，日本学術会議生活環境設計シンポジウム，４回，２００１.１１，東京都  

２９５）外岡　豊：地球環境問題と２１世紀　２１世紀をどう生きるか？，さいたま市立木崎中学校，総合

学習〈環境問題〉講演会，２００１.１０.２６，さいたま市

２９６）神成陽容，馬場 剛，植田洋匡，外岡 豊，松田和秀：日本の大気汚染物質排出インベントリー開

発，大気環境学会４２講演要旨集，１G０９３０，p２７８，産業医科大学，２００１.１０.６-８，北九州

２９７）神成陽容，外岡 豊，村野 健太郎：日本・中国における人為起源・植物起源 NMVOC 排出，大気

環境学会４２講演要旨集，P４１，p４５６，産業医科大学，２００１.１０.６-８，北九州

２９８）穆 海林，坂本和彦，外岡 豊，周 �生：中国における鉄鋼業の大気汚染物質と温室効果ガス排出

量将来動向予測と対策検討，大気環境学会４２講演要旨集，２H１０１５，p５２４，産業医科大学，

２００１.１０.６-８，北九州市

２９９） 寧 亜東，穆 海林，外岡 豊，坂本和彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

量の将来動向と対策効果予測モデル分析─その１ 地域別基礎活動量推計モデル，エネルギー・資

源学会研究発表会２０講演論文集、p４６７-４７２，２００１.６

３００）穆 海林，寧 亜東，外岡 豊，坂本和彦，周 �生：中国における大気汚染物質と温室効果ガス排出

の将来動向と対策効果予測モデルの分析─その２ 地域エネルギー消費と排出量推計モデル，エネ

ルギー・資源学会研究発表会２０講演論文集，p４７３-４７８，２００１.６ 

３０１） 外岡 豊：環境デザインとしての建築と環境，環境建築特論（仙田満）ゲスト講義，東京工業大学

大学院，大岡山校舎，２００１.５.２９，東京都

３０２）Tonooka, Y.: Technology on Prevention Global Warming in Industrial Sector, ICETT Group 

Training Course in Technology for GHGs Emission, ２００１.２, Yokkaichi-city 

３０３） 外岡 豊，本藤祐樹，神成陽容，森口祐一，南斎規介：LCA への基礎解析─１９９５年産業連関表に

よる大気汚染物質誘発排出分析，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１７講演論文

集，p１９３-１９８，２００１.１，東京都  

３０４） 森泉由恵，本藤祐樹，外岡 豊，神成陽容：地球温暖化を対象とした LCI のための基礎データ─産

業連関表（１９９５年表）を用いた CO2 および CH4 排出原単位の推計─，エネルギーシステム・経
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済・環境コンファレンス１７講演論文集，p２０３-２０８，２００１.１，東京都  

２０００年

３０５）Tonooka, Y., A. Kannari, H. Higashino, K. Murano: NMVOCs and CO Emission Inventory in East 

Asia, Acid Rain ２０００, 5th, ２０００.１２, Tsukuba-city

３０６） Y.Tonooka, Y. Moriguchi, H.Hondo, K.Harada, T.Ikaga, A.Kannari, H.Shiba, K.Hagiwara: Emission 

factor Analysis of Air Pollutants  for Input/Output Table, Proc.４th International Conference on 

Eco Balance, C １ - ０８, Tsukuba, ２０００.１０.３１-１１.０２

３０７）外岡 豊，神成陽容，村野 健太郎，東野晴行，穆 海林，寧 亜東：東アジア地域を対象とした大気

汚染物質排出量推計：その５ グリッド別排出分布の推計，大気環境学会４１講演要旨集，２L０９３０，

p４７６，埼玉大学，２０００.９.２６-２８，浦和市

３０８）    三浦秀一，外岡 豊：住宅における都道府県別 CO2 排出量の増加構造と将来予測に関する研究：

住宅が与える環境負荷の地域特性に関する研究（その３），日本建築学会（東北），学術講演梗概集 .

D-１，４０４７９，p９７１-９７２，日本大学工学部，２０００.９.０８-１０，郡山市

３０９） 阿部成治，三浦秀一，外岡 豊：世帯人員と CO2 排出量に関する研究 : 家計消費支出にもとづく

CO2 排出量の推計，日本建築学会（東北），学術講演梗概集，D-１，４０４８０，p９７３-９７４，日本大学工

学部，２０００.９.０８-１０，郡山市

３１０） 外岡 豊，三浦秀一，中島裕輔：２１世紀環境理想都市構想：東京を例として，日本建築学会（東

北），学術講演梗概集，D-１，４０５３５，p１０８３-１０８４，日本大学工学部，２０００.９.０８-１０，郡山市

３１１） 菊池泰聡，三浦秀一，外岡 豊：都市建設に起因する CO2 排出に関する研究：ストックアプローチ

による CO2 排出の推計（環境工学 II），日本建築学会東北支部研究報告集 . 計画系（６３），p３８５-

３８８，２０００.６　

３１２） 外岡 豊，鈴木俊治，三浦秀一，中島裕輔：２１世紀環境理想都市構想- 東京都  都区部を例として，

エネルギー・資源学会研究発表会１９講演論文集，p１８１-１８６，２０００.６，大阪市

３１３） Tonooka, Y.: Air Pollutant Emission Inventory in Japan，２nd Meeting of Expert Group on Modeling 

of Transboundary Air Pollution, HK Convention & Exhibition Centre, ２０００. ３.２７-３１，Hong Kong　

３１４）大竹裕之，外岡 豊，三浦秀一，阿部成司：HLCE ─ヒューマンライフサイクル排出に関する研究

─ 家計調査による CO2 等排出量動向分析─，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス

１６講演論文集，p７９-８４，２０００.１，東京都  　　

３１５） 穆 海林，坂本和彦，外岡 豊，周 �生：日本のエネルギー需給動向分析を例としたグレーモデル

の検証，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１６講演論文集，p９１-９６，２０００.１，東京都 

３１６） 外岡 豊，山内 毅，神成陽容：トリップ・エネルギー分析による交通環境影響評価，エネルギー

システム・経済・環境コンファレンス１６講演論文集，p５６１-５６６，２０００.１，東京都  

１９９９年

３１７） 外岡 豊，東野晴行，村野 健太郎：１ H１６ 東アジア地域を対象とした大気汚染物質排出量推計：
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その４ 人工起源 NMVOC 排出量の改訂推計，大気環境学会４０講演要旨集，１H１６，p４２６，三重

大学，１９９９.９.２８-３０，津市　

３１８） 阿部成治，三浦秀一，外岡 豊：４０４５７ 都市階級による CO2 排出特性に関する研究：家計消費支出

にもとづく CO2 排出量の算定，日本建築学会（中国），学術講演梗概集，４０４５７，p９５１-９５２，広島大

学，１９９９.９.１７-１９，広島市

３１９） 三浦秀一，阿部成治，外岡 豊：家庭生活における住宅と交通からの CO2 排出の地域特性に関する

研究，日本建築学会（中国），学術講演梗概集，４０４５８，p９５３-９５４，広島大学，１９９９.９.１７-１９，広島市

３２０）外岡 豊：建築 LCA について：その実践的手法，日本建築学会（中国），学術講演梗概集，４０４７８，

p９９３-９９４，広島大学，１９９９.９.１７-１９，広島市

３２１）伊香賀 俊治，外岡 豊：建物の LCA データベース：電気・械設備の LCCO2，LCSOx，LCNOx，

LCE，LCC データベース，空気調和衛生工学会，学術講演会論文集，D - ６，p２２９-２３２，１９９９.８

３２２）    Ikaga, T .,   Y .Tonooka, H.Hondo, Y.Uchiyama: Simplified LCA Method of Building and its Data Base 

for Designers, Eco-materials, IUMRS International conference on Advanced materials, 5th, １９９９.６

３２３）島津郁美，三浦秀一，阿部成治，外岡 豊：旅客交通における CO2 排出量の地域特性に関する研

究，日本建築学会東北支部研究報告集（６２），３-１０，p１０１-１０４，１９９９.６

３２４） 鈴木 匠，三浦秀一，外岡 豊：住宅における都道府県別 CO2 排出量の実態に関する研究：住宅が

与える環境負荷の地域特性に関する研究（その５），日本建築学会東北支部研究報告集（６２） ， ５-１０，

p２５７-２６０，１９９９.６

３２５）三浦秀一，外岡 豊：住宅における都道府県別 CO2 排出量の推移と動向に関する研究：住宅が与え

る環境負荷の地域特性に関する研究（その６），日本建築学会東北支部研究報告集（６２） ， ５-１１，

p２６１-２６４，１９９９.６

３２６）鈴木沙織，三浦秀一，阿部成治，外岡 豊：家庭生活に関わる CO2 排出量とその地域特性に関する

研究：家計の消費支出にもとづく CO2 排出量の算定，日本建築学会東北支部研究報告集（６２） ， ５ -

１２，p２６５-２６８，１９９９.６

３２７） 加藤真紀，三浦秀一，外岡 豊：建築工事及び土木工事における CO2 排出量の地域特性に関する研

究，日本建築学会東北支部研究報告集（６２），５-３１，p３４７-３５０，１９９９.６　　

３２８） 穆 海林，外岡 豊，周 �生，坂本和彦：灰色システムモデル理論による中国のエネルギー消費量

と CO2 排出量の予測，エネルギー資源学会研究発表会１８講演論文集，p１１１-１１６，１９９９.６，東京都

３２９） 外岡 豊，本藤祐樹，内山洋司，神成陽容，佐藤 治：大気環境影響濃渡を考慮した LCA 手法，エ

ネルギー資源学会研究発表会１８講演論文集，p２５５-２５８，１９９９.６，東京都

３３０） 外岡 豊，本藤祐樹，内山洋司：LCA への基礎解析─素材生産の排出原単位分析，エネルギーシ

ステム・経済環境コンファレンス１５講演論文集，１９９９.１，東京都  

３３１）  伊香賀俊治，外岡 豊，本藤浩樹，内山洋司：建築物の LCA- CO2 と大気汚染排出評価，エネル

ギーシステム・経済環境コンファレンス１５講演論文集，１９９９.１，東京都  

３３２） Tonooka, Y.:Country Report on Emission Estimation in Japan, Proc. of the Expart Group 

Meeting on Emission Monitoring and Estimation, p８８-１０１, with Emission Inventory of Air 
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Poluutants in East As i, p１０２-１１３，１９９９.１.２７-２９, Niigata- city

   

１９９８年

３３３） 外岡 豊：COP3 一周年・京都シンポジウム─主旨説明，日本建築学会・地球環境シンポジウム第

３部，１９９８.１２.０４，京都市

３３４）  外岡 豊：建設，生活，都市の LCA，大阪科学技術センター，地球環境技術推進委員会・製品ア

セスメント調査部会，建設・施設等の環境保全調達に関する基礎調査，第１０回 WG，１９９８.１１.１３，

大阪市 　　　　　

３３５）  外岡 豊：HLCE を用いた地域的な温暖化防止対策評価，環境科学シンポジウム１９９８，Ⅱ地球温

暖化防止京都会議以降の地域環境計画の展開方向，年会講演要旨集 S ２ - ０５，p９６，１９９８.９.３０，つく

ば，環境科学会誌 Vol.１２No.１，pp７４-７５，要旨所収　　　　　

３３６）   Tonooka, Y.：Emission Inventory Methodology of Air Pollutants and Greenhouse Gases in Japan, 

US-EPA Emission Characterization and prevention Branch, １９９８.１０.２６, Research Triangle Park, 

NC, USA

３３７） 外岡 豊：温室効果ガス・大気汚染物質の生産量当排出係数，大気環境学会３９講演要旨集， １ E

１０４５，p２５２，北海道大学，１９９８.９.２４-２６，札幌市

３３８） 外岡 豊：環境政策の現状と地域環境設計について，下川産業クラスター研究会，下川町林業総合

センター，招待講演，１９９８.９.１９，下川町，北海道（ゼミ旅行）

３３９） 外岡 豊：LCA の基礎と応用，日本機械学会関東支部ブロック合同講演会，エネルギー・環境セ

ミナー，埼玉大学，１９９８.９.１７，浦和市

３４０）伊香賀 俊治，外岡 豊，石福 昭：建物の LCA データベースに関する研究：その１. １９９０年産業連

関表を利用したエネルギー・CO2・SOx・NOx 原単位，日本建築学会（九州），学術講演梗概集，

D - １，４０４１４，p８５７-８５８，九州産業大学，１９９８.９.１１-１３，福岡市

３４１） 外岡 豊：HLCE-Human Life Cycle Emission とその削減，日本建築学会（九州），学術講演梗概集，

D-１，４０４１９，p８６７-８６８，九州産業大学，１９９８.９.１１-１３，福岡市

３４２）片岡眞人，小峯裕己，外岡 豊，山内 毅，柴田 理：ヒューマンライフサイクルエネルギー評価に

関する研究：その４ 都心居住と郊外居住における通勤 HLCE に関する一考察，日本建築学会（九

州），学術講演梗概集，D-１，４０４２０，p８６９-８７０，九州産業大学，１９９８.９.１１-１３，福岡市

３４３）小峯裕己，片岡眞人，外岡 豊，山内 毅，柴田 理：ヒューマンライフサイクルエネルギー評価に

関する研究：その５ 都心居住と郊外居住における流通 HLCE・エネルギー供給インフラ HLCE

の比較，日本建築学会（九州），学術講演梗概集，D - １，４０４２１，p８７１-８７２，九州産業大学，１９９８.９.１１-

１３，福岡市

３４４） 外岡 豊 : 建設和生活的生命周期的評価，’ ９８中日上海環境対策和技術保護交流論文集 p ２００ - ２００７，

上海交通大学，１９９８.９.１１-１２，上海市，中国

３４５）外岡 豊：生活，建設，都市の LCA， ’ ９８持続可能な発展戦略国際シンポジウム，第２回，p６６-

７８，１９９８.９，大連理工大学，中国
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３４６）古川深雪，外岡 豊：ダイオキシン対策の動向， ’ ９８持続可能な発展戦略国際シンポジウム，第２

回，大連理工大学，１９９８.９，大連市，中国

３４７）  穆 海林，謝 洪俊，外岡 豊，周 �生：中国能源消費与 CO2 排放的灰預測模型， ’ ９８持続可能な発

展戦略国際シンポジウム，第２回，大連理工大学，１９９８.９，大連市，中国

３４８）  外岡 豊：地球環境から２１世紀を展望する，日本製紙旭川工場 ISO１４０００キックオフ大会，１９９８.６，

旭川市

３４９） 外岡 豊：日本の地球温暖化政策・私論，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１４講

演論文集，p３１７-３２２，１９９８.１，東京都  

１９９７年

３５０） 外岡 豊：２１世紀・日本の CO2 対策，Think Global Act Local（地球から地域へ）大気環境学会地

球温暖化分科会第６回シンポジウム（COP3 京都会議・一般市民集会），依頼講演，１９９７.１２，京都

３５１） Tonooka, Y. ：GHGs Emission reduction in Architecture Sector, Towards the Architecture and 

Urbanizm for Sustainable Society, AIJ NGO Symposium, UNFCC-COP3 Kyoto, Part- ２  Action of 

Architects and Construction Engineers, １９９７.１２.４ Kyoto

３５２）外岡 豊：建築関連分野の削減可能性評価，持続可能社会の建築・都市に向けて，日本建築学会

COP3 京都会議 NPO シンポジウム，ハートピア京都，企画講演，１９９７.１２.４，京都市

３５３）外岡 豊：地球温暖化防止のためのアジア地域での戦略研究のあり方，地球環境変化の人間社会へ

の効果とその構造変革に関するセミナー，第５回，講演記録集（１９９８.１），p１１０-１３３，大阪大学千

里，１９９７.１１，大阪市

３５４）外岡 豊：地球温暖化対策技術の展望─ COP3 の検討課題を考える─民生部門の CO2 対策と日本

の対策の効果分析，地球温暖化分科会特別研究会，大気環境学会３８講演要旨集，筑波大学，

１９９７.９.２３-２５，つくば市

３５５）東野晴行，外岡 豊，池田有光：東アジア地域を対象とした大気汚染物質排出量推計─その２ CO

排出量の推計─，大気環境学会３８講演要旨集，P２０１，p５９１，筑波大学，１９９７.９.２３-２５，つくば市

３５６） 外岡 豊，東野晴行，村野 健太郎，大原利真：東アジア地域を対象とした大気汚染物質排出量推

計─その３ NMVOC 排出量の推計─，大気環境学会３８講演要集，P２０２，p５９２，筑波大学，

１９９７.９.２３-２５，つくば

３５７） 外岡 豊：環境管理計画，地球環境問題と学会の取り組み─行動計画，日本建築学会（関東）大会，

地球環境委員会研究協議会，日本大学船橋，１９９７.９.１３-１５，船橋市

３５８） 柴田 理，山内 毅，外岡 豊，三村 麻紀子，伊藤一哉，ヒューマンライフサイクルエネルギー評価

に関する研究 : 都心居住の省エネ効果：その１ 概念とインフラ分野の省エネ効果，日本建築学会

（関東），学術講演梗概集，D - １，４０４６８，p９６７-９６８，日本大学，１９９７.９.１３-１５，船橋市

３５９） 山内 毅，外岡 豊，小峯裕己，柴田 理，三村 麻紀子，伊藤 一哉：ヒューマンライフサイクルエネ

ルギー評価に関する研究：都心居住の省エネ効果：その２ 交通分野における居住地域別消費エ

ネルギーの比較，日本建築学会（関東），学術講演梗概集，D-１，４０４６９，p９６９-９７０，日本大学船
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橋，１９９７.９.１３-１５，船橋市

３６０） 外岡 豊，柴田 理，山内 毅，三村 麻紀子，伊藤一哉，小峯裕己：ヒューマンライフサイクルエネ

ルギー評価に関する研究：都心居住の省エネ効果：その３ 人間生活と建設の誘発エネルギーと

CO2 排出，日本建築学会（関東），学術講演梗概集，D-１，４０４７０，p９７１-９７２，日大船橋，１９９７.９.１３-

１５，船橋市

３６１）外岡 豊，本藤祐樹，内山洋司：LCA への基礎解析 : 産業連関表による SOx，NOx 誘発排出，エ

ネルギー・資源学会研究発表会１６講演論文集，p１６９-１７４，１９９７.６

３６２） Tonooka, Y.:How Can We Reduce CO2 Emission in Japan? － A Critical Review on Future Emission 

Options and ５０% Cut Scenario, Internatilnal Energy Workshop and the Energy Modeling 

Forum,  IIASA, １９９７.６, Luxemburg, Austria

３６３） 外岡 豊：温室効果ガス排出係数推定上の諸問題，大気環境学会地球温暖化部会特別講演会，東京

都環境科学研究所，依頼講演，１９９７.３，東京都  

３６４） 外岡 豊：都市のエネルギー消費実態推計手法について，都市を対象とした小地域エネルギー需給

システムの計画と評価研究，（科研費研究・代表辻毅一郎大阪大学教授），依頼講演，１９９７.１.３０，

東京都  

３６５） 外岡 豊：日本の住宅における温室効果ガス排出実態解析，エネルギーシステム・経済・環境コン

ファレンス１３，講演論文集，p ２５-３０，１９９７.１，東京都  

１９９６年

３６６）  外岡 豊：交通分野の温室効果ガス排出量推計手法，日本交通工学研究会（鹿島茂），１９９６.１２.２，

東京都  

３６７）外岡 豊：２１世紀の環境と生活，第１９回東北環境設備研究会─地球環境時代に向けての地域計画

「CO2 排出と建築・都市」，仙台市戦災復興記念館，１９９６.１２.１１，仙台市

３６８） 外岡 豊：日本と中国のエネルギー消費と大気汚染，地球温暖化防止，２１世紀持続可能発展戦略

─経済・エネルギー・環境の調和ある発展 ─ ’ ９６大連国際シンポジウム，大連理工大学，

１９９６.９.１９-２１，大連市，中国

３６９）東野晴行，外岡 豊，柳澤幸雄，池田有光：大気汚染物質，温室効果ガス排出量推計の国際比較─

その１ 排出係数の比較，大気環境学会３７講演要旨集，G１１９，p３３５，大阪府立大学，１９９６.９.２４-２６，

堺市

３７０） 外岡 豊，東野晴行，柳澤幸雄，池田有光：大気汚染物質，温室効果ガス排出量推計の国際比較─そ

の２ 推計手法の検討，大気環境学会 ３７ 講演要旨集，G１２０，p３３６，大阪府立大学，１９９６.９.２４-２６，堺市

３７１） 伊香賀 俊治，石福 昭，外岡 豊：建物のライフサイクル CO2 分析用 CO2 原単位に関する研究，そ

の２建築設備機器種別毎の CO2 原単位，空気調和衛生工学会学術講演会，E-３３，p８２５-８２８，１９９６.８，

名古屋市

３７２）伊香賀 俊治，外岡 豊，石福 昭：建物ライフサイクル CO2 分析用 CO2 原単位に関する研究 : その

３. 建築設備機器の製造に伴う CO2 排出と資源消費量の構成，日本建築学会（近畿），学術講演梗
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概集，D-１，４０３０２，p６０３-６０４，滋賀県立大学，１９９６.９.４-１６，彦根市

３７３） 外岡 豊：環境とエネルギーを重視した高密度都市モデル：その５ 理想都市構想具体化への断章，

日本建築学会（近畿），学術講演梗概集，D-１，４０４３４，p８６７-８６８，滋賀県立大学，１９９６.９.４-１６，彦根市

３７４）野村 昇，赤井 誠，外岡 豊：火力発電システムのライフサイクルにおける大気汚染物質排出量の

評価，エネルギー・資源学会研究発表会１５講演論文集，p１０９-１１４，１９９６.６

３７５）  外岡 豊：２１世紀の都市とエネルギー，地球環境対策の実践へ向けて，空気調和衛生工学会近畿

支部地区講演会，依頼講演１９９６.２.１４，大阪市

３７６）Higashino, Haruyuki., Yutaka Tonooka, Yukio Yanagiswa, Yukoh Ikeda : Emission Inventory of  SO2 

and NOx in East Asia with GridData System, International Workshop on the Harmonization of 

Monitoring Protocol of Acid Deposition and the Methodology of Emission Inventories of SO2 and 

NOx in East Asia, 4th, NIES, １９９６.２.１３-１５, Tsukuba-city, reported in Proc. of the International 

Workshop on Unification on Monitpring Protocol of Acid Depsition and Standardization of 

Emission Inventory, p１２４-１３３, Kentaro Murano, edt.１９９７.３

３７７）外岡 豊：日本における業務用エネルギー消費と事業所排出実態の解析，エネルギーシステム・経

済・環境コンファレンス１２講演論文集，p１５３-１５８，１９９６.２，東京都  

３７８）林 耕士，名古屋 俊士，外岡 豊：東アジア地域における CO2 排出構造の国際比較 : 排出削減可能

性の視点から，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス１２講演論文集，p３５１-３５６，１９９６.２，

東京都  

３７９）  外岡 豊：都市における温室効果ガスの排出構造，第１１回環境工学連合講演会，依頼講演，予稿

集資料７ p，１９９６.１.２４，東京都

１９９５年

３８０） 外岡 豊：LCA への基礎検討─産業連関表による誘発環境負荷量分析，大阪大学先端科学技術共

同研究センターセミナー平成７年度第１回，客員教授として講演，１９９５.１２，大阪市

３８１）東野晴行，池田有光，外岡 豊，柳沢幸雄：東アジアにおける大気汚染物質の排出構造解析─中国

を中心とした検討，機械学会大会，１９９５　

３８２）　 外岡 豊：事業所の大気汚染物質，温室効果ガス排出と熱消費，大気環境学会３６講演要旨集，

H１０３，p３３４，東京女子医大，１９９５.１１.３-５，東京都   

３８３）東野晴行，外岡 豊，柳澤幸雄，池田有光：東アジア地域を対象とした大気汚染物質の排出量推計

─中国における人為起源排出量推計，大気環境学会３６講演要旨集，C２０７，p４５４，東京女子医大，

１９９５.１１.３-５，東京都   

３８４） 外岡 豊，前川哲也：マクロ的に見た都市のエネルギー消費，都市エネルギーに関する実態把握と

モデル化，環境工学委員会都市エネルギー小委員会シンポジウム予稿集，日本建築学会，p３１-

３４，１９９５.１０，東京都  

３８５）伊香賀 俊治，外岡 豊，石福 昭：建物のライフサイクル CO2 分析用 CO2 原単位に関する研究，産

業連関分析による消費支出と資本形成分 CO2 原単位，空気調和衛生工学会学術講演会，p１３２９-
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１３３２，１９９５.９，広島

３８６） 外岡 豊，船渡川 純，馬場 剛：４０３１１ 環境とエネルギーを重視した高密度都市モデル : その２ 基

本的構想，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，D-１，４０３１１，p６２１-６２２，北海道大学，１９９５.８.１７-

１９，札幌市

３８７）船渡川 純，外岡 豊，馬場 剛：環境とエネルギーを重視した高密度都市モデル : その３ 高密度都

市の構造，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，D-１，４０３１２，p６２３-６２４，北海道大学，１９９５.８.１７-

１９，札幌市

３８８） 馬場 剛，外岡 豊，船渡川 純：環境とエネルギーを重視した高密度都市モデル： その４ シュミ

レーション・モデル，日本建築学会，学術講演梗概集，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，

D-１，４０３１３，p６２５-６２６，北海道大学，１９９５.８.１７-１９，札幌市

３８９）伊香賀 俊治，外岡 豊，石福 昭：建物のライフサイクル CO2 分析用 CO2 原単位に関する研究 : そ

の１. 産業連関分析による消費支出と資本形成分 CO2 原単位，日本建築学会（北海道），学術講演

梗概集，D-１，４０４４１，p８８１-８８２，北海道大学，１９９５.８.１７-１９，札幌市

３９０） 小澤 まゆみ，伊香賀 俊治，外岡 豊，石福 昭：建物のライフサイクル CO2 分析用 CO2 原単位に関

する研究：その２. 産業連関分析による生産・流通過程の CO2 原単位，日本建築学会（北海道），

学術講演梗概集，D- １，４０４４２，p８８３-８８４，北海道大学，１９９５.８.１７-１９，札幌市

３９１） 外岡 豊：省資源・省エネルギー都市のあり方について，都市整備課題研究会，神奈川県都市部都

市政策課，依頼講演，１９９５.４.１３，横浜市

３９２）  Tonooka Y.：Emissions Inventory of Greenhouse Gases and Air Pollutants in Japan, The 2nd 

International Workshop on Environmental Technology Research Network in Asia-Pacific 

Region Proceedings, １９９５.２.０２-０３, Tsukuba-city

３９３）   Tonooka Y.：Emissions Inventory in Japan － Air Pollutants and GHGs, International Workshop on 

the Harmonization of Monitoring Protocol of Acid Deposition and the Methodology of Emission 

Inventories of SO2 and NOx in East Asia, 3rd, １９９５.１.３１-２.０２, Tsukuba-city

３９４）外岡 豊：日本における CO2 排出量推計手法，エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス

１１講演論文集，p２４３-２４８，１９９５.１，東京都

  

１９９４年

３９５）船渡川 純，外岡 豊：環境とエネルギーを重視した高密度都市モデル，日本建築学会（中部），学

術講演梗概集，D，４６５１，p１３０１-１３０２，名城大学，１９９４.９.０８-１１，名古屋市

３９６）河中 俊，渡辺一成，小倉正雄，市川 徹，外岡 豊：首都圏における省エネルギー対策推進地区の

抽出 （その１） : 住宅用途と業務用途の隣接に着目したコージェネレーション適地の抽出，日本建

築学会（中部），学術講演梗概集 . F, ７２３３，p４６５-４６６，名城大学，１９９４.９.０８-１１，名古屋市

３９７）渡辺一成，河中 俊，小倉正雄，市川 徹，外岡 豊：首都圏における省エネルギー対策推進地区の

抽出 （その２）： 清掃工場周辺の用途別土地利用に着目した熱需要量の推計，日本建築学会（中

部），学術講演梗概集，F， ７２３４，p４６７- ４６８，名城大学，１９９４.９.０８-１１，名古屋市
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３９８） Tonooka Y.：GHGs and Air Pollutant Emissions Inventory in Japan, The 5th GEIA Workshop on 

Global Emission Inventories，１９９４.９.０２-４，Fujiyoshida-city

３９９） 外岡 豊：素材消費が誘発する CO2 排出とその対策─建設部門を中心に，エネルギーを考慮した新

設計法研究会，１９９４.８.１７

４００）外岡 豊：地球環境問題と素材利用，（日本ファインセラミクス協会主催），RITE 地球環境産業技

術研究機構，１９９４.７.１２，木津町

４０１）  Tonooka Y.：GHG Emission Options in Japan, International Energy Workshop（IEW）, East-West 

Center, １９９４.６.２１-２２, Honolulu, Hawai

４０２）  外岡 豊：地球環境システム解析のためのコンピュータ利用，地球環境改善のためのコンピュー

タ利用講演会（触媒学会コンピュータの利用研究会主催），RITE 地球環境産業技術研究機構，

１９９４.２.４，木津町，京都府

４０３）外岡 豊：日本における温室効果ガス排出消減の可能性，エネルギーシステム・経済コンファレン

ス１０講演論文集，１９９４.１，東京都  

４０４）外岡 豊：日本における温室効果ガス排出削減の可能性，エネルギーシステム・経済コンファレン

ス１０講演論文集，１９９４.１，東京都  

４０５）  松川 勇，外岡 豊，椛田考一：家庭におけるエアコンの利用実態，エネルギーシステム ・経済コ

ンファレンス１０講演論文集，１９９４.１，東京都  

４０６）外岡 豊，柳沢幸雄，稲葉 敦：GRC による人間活動の環境基礎負荷量の評価，エネルギーシステ

ム・経済コンファレンス１０講演論文集，１９９４.１，東京都  

４０７）  Tonooka Y.：Emission Inventories in Japan and East Asia, The 2nd International Workshop on 

the Harmonization of the Monitoring Techniques of Acid Depsition and the Methodology of 

Emission Inventories of SO2 and NOx in East Asia，NIES，１９９４.１.２５-２７, Tukuba-city

４０８） 外岡 豊：地球温暖化問題への基礎的検討 その３ 日本における温室効果ガス発生源調査手法の検

討，大気汚染学会３４講演要旨集，１９９３.９，千葉

４０９）長野克則，中村真人，落藤 澄，永坂茂之，渡辺英紀，外岡 豊，C-４４ 札幌における家庭用エネル

ギ消費量の実態調査：第１報 調査厩要と調査結果，空気調和衛生工学会学術講演会論文集，C-

４４，p２６１-２６４，１９９３.１０.２０-２２，

４１０） 外岡 豊：大気汚染物質及び温室効果ガスの排出量推計と統計解析，日本統計学会第６１回大会，

１９９３.７.２１-２３，金沢市

４１１）  Tonooka Y.：Grobal Warming － Experience in Japan, CCRE/MIT, １９９３.３.１７, Cambridge, USA

４１２）  佐賀井 重男，椎名孝之，藤井美文，外岡 豊：コージェネレーション・システムの地理的配置に

よる省エネルギー可能性の評価，エネルギーシステム・経済コンファレンス９講演論文集，

１９９３.２，東京都  

１９９２年

４１３）  外岡 豊：諸外国における地球温暖化対策─我国との国際比較，発生源対策分科会，大気汚染学会
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 　　３２，大阪国際交流センター，１９９２.１１.３０-１２.０２，大阪市　

４１４）  大原利真，神成陽容，外岡 豊，秋元 肇，酒巻史郎，若松伸司，植田洋匡，須山芳明：グリッド

型モデルによる光化学大気汚染の数値シミュレーション，大気汚染学会 ３２講演要旨集，７２０５，

p４３４，大阪国際交流センター，１９９２.１１.３０-１２.０２，大阪市　

４１５）  　 Tonooka Y.：Air pollutants and GHGs Emission Inventory in Japan and China, Luncheon 

Seminer, Atmospheric Sciences Group, Department of Earth and Planetary Sciences, Harvard 

University, １９９２.９.０９, Cambridge, USA

４１６） 加藤弘之，村上公哉，市川 徹，外岡 豊，尾島俊雄：東京の環境容量を考慮したコジェネレーショ

ン導入に関する研究，日本建築学会（北陸），学術講演梗概集，D，４５５４，p１１０７-１１０８，新潟大学，

１９９２.８.２７-２９，新潟市

４１７） Tonooka, Y.:Air Pollutants Emissions Inventory in Japan, GEIA, Global Emissions Inventory 

Activity, NILU, １９９２.６.２２-２４, Lillestrom, Norway   

４１８）  Tonooka Y.: Emission Inventories in Japan and East Asia, ITIT International Symposium on 

Emission Inventry and Prevention Technology for the Atmospheric Environment, １９９２.３.２４-２５, 

Tukuba（印刷された論文集に掲載なし，口頭発表のみ）

４１９）  Tonooka Y.: Structure of Greenhouse Gas Emissions in Japan, Esitmation of Greenhouse Gas 

Emissions and Sinks, OECD Experts Meeting, １９９２.２.１８-２１, Paris  

４２０）  外岡 豊：業務部門における温室効果ガス排出抑制の可能性，エネルギーシステム・経済コンファ

レンス８講演論文集，１９９２.２，東京都  

４２１）  藤井美文，石川雅紀，外岡 豊：産業部門における省エネルギー省電力の実現可能性評価，エネル

ギーシステム・経済コンファレンス８講演論文集，１９９２.２，東京都  

４２２）  石川雅紀，藤井美文，外岡 豊：鉄鋼業の CO2 削減ポテンシャル，エネルギーシステム・経済コ

ンファレンス８講演論文集，１９９２.２，東京都  

４２３）  外岡 豊：日本における温室効果ガス排出量の推計方法，資源環境技術総合研究所，１９９２.１.３０，筑

波（流動研究員として講演）

１９９１年

４２４）  外岡 豊，木村 冨士男：エコシティと環境設計，エコシティーシンポジウム，建築と地球環境特

別研究委員会，日本建築学会，１９９１.１２.１１，東京都  

４２５）  外岡 豊：地球温暖化問題への基礎的検討 その ２  事業所からの温室効果ガスの排出と削減可能性，

大気汚染学会３２講演要旨集，８２０９，p４７９，北九州国際会議場，１９９１.１０.３０-１１.０１，北九州市 

４２６）  外岡 豊：日本の大気汚染物質排出構造─汚染防止の根本対策に向けて─，第４回環境と経済研究

会，連合総合生活開発研究所，電力労働会館，１９９１.９.２０，東京都  

４２７）外岡 豊：大気汚染物質排出構造に関する研究 : その１２ 事業所，住宅のエネルギー消費と温室効

果ガス排出，日本建築学会大会（東北），学術講演梗概集，D，４４７９，p９５７-９５８，東北学院大学，

１９９１.９.１２-１４，仙台市　　　　
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４２８） 外岡 豊：日本における大気汚染物質排出構造，OB 談話，早稲田大学尾島研究室セミナー第１回，

追分セミナーハウス，１９９１.７.１３，軽井沢町

４２９）  外岡 豊：大気汚染物質排出構造と汚染防止，産業創造研究所「大気汚染防止の新技術」調査研究

会 報告書（平成元年度・２年度），p５４３-５７６，霞山会館１９９１.５. ２３，東京都  

４３０）Tonooka, Y.: Structure of Greenhouse Gas Emissions in Japan，Estimation of Greenhouse Gas 

Emissions and Sinks, OECD Exparts Meeting, OECD, Invited, １９９１.２.１８-２１, Paris

４３１） 外岡 豊：大気汚染物質の排出構造と排出抑制の方向性について，環境問題連絡研究会１９９１.２.０４，

東京都

４３２） 外岡 豊，永田勝也，塩原元哲，楢木哲生：日本における温室効果ガスの排出削減モデル分析，エ

ネルギーシステム・経済コンファレンス７講演論文集，１９９１.１.２３-２５，東京都

４３３） 松川 勇，藤井美文，真殿誠志，外岡 豊：わが国製造業の燃料選択に価格・非価格要因が及ぼし

た影響の分析，エネルギーシステム・経済コンファレンス７講演論文集，１９９１.１.２３-２５，東京都

１９９０年

４３４）    外岡 豊：発生源データの基礎解析  その１２　実用 NOX 排出係数表の作成方法，大気汚染学会３１

講演要旨集，９３０８，p５０８，金沢市観光会館，１９９０.１０.３１-１１.０２，金沢市

４３５）   外岡 豊：地球温暖化問題への基礎的検討 その１ 燃焼発生源からの温室効果ガスの排出量推計，

大気汚染学会３１講演要旨集，６１０５，p３５１，金沢市観光会館，１９９０.１０.３１-１１.０２，金沢市

４３６）  太田一也，藤田慎一，外岡 豊 : 日本における火山起源 SO2 放出量の検討，大気汚染学会３１講演

要旨集，７３２７，p４４２，金沢市観光会館，１９９０.１０.３１-１１.０２，金沢市

４３７）    外岡 豊：理想都市論 ─ 地球環境とエネルギーの視点から─ 多面体としての環境問題とその解決

策について，都市問題会議例会，プレスセンター，１９９０.１０.２７，東京都

４３８） 外岡 豊：大気汚染物質排出構造に関する研究：その１１ 歴史的排出構造変化の国際比較─産業社会

の発展と関係付け，日本建築学会（中国），学術講演梗概集，D，４６５５，p１３０９-１３１０，広島工業大

学，１９９０.１０.０５-０７，広島市

４３９）  外岡 豊：排出係数とその応用─排出構造解析と対策効果検討，大気汚染学会関東支部，発生源・

防止技術部会，第１７回，招待講演，公衆衛生院，１９９０.２.１６，東京都          

１９８９年

４４０）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その１１  排出構造解析の方法と CO2 問題への応用可能性，大

気汚染学会３０講演要旨集，７３０８，p３８０，川崎市産業文化会館他，１９８９.１１.０９-１１，川崎市

４４１）外岡 豊：大気汚染物質排出構造に関する研究 : その１０ 多面体問題としての環境問題とその解決

策について，日本建築学会（九州），学術講演梗概集，D，４５５７，p１１１３-１１１４，熊本大学，１９８９.１０.０８-

１０，熊本市

４４２） 横溝成人，三浦秀一，外岡 豊，高橋信之，崔 栄秀，尾島俊雄：東アジアの工業化に伴う大気汚染

排出の広域的影響，日本建築学会（九州），学術講演梗概集，D，４６８７，p１３７３-１３７４，熊本大学，
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１９８９.１０.０８-１０，熊本市

４４３） Tonooka.Y,  F.Watanabe, T.Ojima：Artificial Thermal Emission in Tokyo Metropolitan Area & Its 

Reducing by Green Nechlace Plan, IFHP/CIB/WMO International Conference on Urban 

Climate, Planning & Building, １９８９, Kyoto-city

４４４）  藤田慎一，市川陽一，外岡 豊：東アジア地域からの二酸化硫黄の発生量の推計，日本気象学会

１９８９年秋大会，１９８９　　

４４５） 外岡 豊，藤田慎一，市川陽一：東アジア地域からの二酸化硫黄の発生量の推計，環境科学会１９８９

年会，１９８９　　

４４６）  外岡 豊，藤井美文：エネルギー技術消費構造と燃料選択の要因分析その２，エネルギーシステ

ム・経済コンファレンス６講演論文集，１９８９.１，東京都

４４７）  藤井美文，松川 勇，永田 豊，外岡 豊：部門別購入価格にもとづくわが国製造業のエネルギー間

競合分析，エネルギーシステム・経済コンファレンス６講演論文集，１９８９.１，東京都

１９８８年

４４８）   外岡 豊：発生源データの基礎解析  その １０加重平均法によるばいじん排出係数について，大気汚

染学会２９講演要旨集，１９８８，仙台

４４９）  外岡 豊：エネルギー技術消費構造と燃料選択の要因分析，エネルギーシステム・経済コンファレ

ンス５講演論文集，１９８８

１９８７年

４５０）  Tonooka.Y：Recent Trend of NOx and NMHC Emission, Technical Meeting on Photochemical 

Air Pollution Modeling and It’ s Applications, NIES, １９８７.１１.１１, Tsukuba-city

４５１）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その９  数量化理論による NOx 排出係数について，大気汚染

学会２８講演要旨集，１９８７，東京都  

４５２） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その９ 環境の計画情報についての理論的整理，日本

建築学会（近畿），学術講演梗概集，４２５４，p５０７-５０８，神戸大学，１９８７.１０.０８-１１，神戸市

１９８６年

４５３）　 外岡 豊：発生源データの基礎解析  その８  炉種別排出係数について，大気汚染学会２７講演要旨

集，１９８６，京都市

４５４）  外岡 豊，三浦 秀一：東アジアの SOx 排出，大気汚染学会２７講演要旨集，１９８６，京都市

４５５） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究 : その８ 事業所・住宅の熱消費と NOx，SOx 排出量，

日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，４５３２，p１０６３-１０６４，北海道大学，１９８６.８.２２-２４，札幌市

４５６） 尾島俊雄，高橋信之，外岡 豊，三浦秀一，須藤哲夫：中国の環境容量 : 大気からのアプローチ，

日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，４５３１，p１０６１-１０６２，北海道大学，１９８６.８.２２-２４，札幌市

４５７）  外岡 豊：大気汚染物質排出構造に関する研究  首都圏地域における排出量予測シミュレーション
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の事後分析，建築環境工学学術研究発表会資料，建築会館，No.２，１９８６.６.０３，東京都

１９８５年

４５８）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その７  排出係数の応用手法，大気汚染学会大会２６講演要旨

集５２９，国立教育会館他，１９８５.１１.１２-１４，東京都  　

４５９） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その７ エネルギー需給と発生源施設燃原料使用の関

係について，日本建築学会，学術講演梗概集，D，４２９６，p５９１-５９２，愛知工業大学，１９８５.１０.０４-０６，

豊田市

４６０）  外岡 豊：大気汚染物質排出構造に関する研究  地域別排出特性について，建築環境工学学術研究

発表会資料，No.１，建築会館，１９８５.６.０７，東京都

４６１） 外岡 豊，大塚幸雄：発生源データの基礎解析  その６  ばいじんの排出要因分析，大気汚染学会大

会２５講演要旨集，１９８４，宇部市

４６２）外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その６ 地域別排出特性について，環境工学，日本建

築学会（関東），学術講演梗概集，計画系５９，p６１９-６２０，横浜国立大学，１９８４.１０.１４-１６，横浜市 

１９８３年

４６３）永田勝也，神成陽容，外岡 豊：発生源データの基礎解析  その５  数量化理論による排出要因分

析，大気汚染学会２４講演要旨集，１９８３，四日市

１９８２年

４６４）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その４  燃原料の取扱いについて，大気汚染学会２３講演要旨

集，１９８２，宮崎市

４６５）尾島俊雄，外岡 豊，石岡英明：都市別に見た商業建築のエネルギー消費実態，日本建築学会（東

北），学術講演梗概集，計画系５７，p４３５-４３６，東北大学，１９８２.１０.０１-０３，仙台市

４６６）尾島俊雄，外岡 豊，菊池 透：都道府県別・建物用途別 民生用エネルギー消費の実態研究，日本

建築学会（東北），学術講演梗概集，計画系５７，p４３３-４３４，東北大学，１９８２.１０.０１-０３，仙台市

１９８１年

４６７）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その３  発生源の区分について，大気汚染学会２２講演要旨集，

１９８１，秋田市　　

１９８０年

４６８）  外岡 豊：発生源データの基礎解析  その２  排ガス量と残存酸素濃度分布，大気汚染学会２１講演

要旨集，１９８０，浦和市　　

４６９） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その５・矛盾解決の視点による汚染の全体過程と対策

の検討，日本建築学会秋季大会（近畿），学術講演梗概集，５５（環境工学）， p４５１-４５２，近畿大学，
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１９８０.９.２１-２３，東大阪市

１９７９年

４７０） 外岡 豊：関于大気汚染物質排出構造的研究，環境工学研究者訪中団研究交流会，浙江大学，

１９７９.１２.２６，杭州市，中国

４７１） 外岡 豊：発生源データの基礎解析， 大気汚染学会２０講演要旨集４１５， p２４３， １９７９.１１.０６-８，神戸市

４７２） 外岡 豊：首都圏地域の NOx 排出現況，大気汚染学会２０講演要旨集，４１６，p２４４，１９７９.１１.０６-８，

神戸市

４７３）  外岡 豊：NOx 排出量予測モデル・シミュレーション─首都圏地域を例として，大気汚染学会２０

講演要旨集，４１７，p２４５，１９７９.１１.０６-８，神戸市

４７４） 尾島俊雄，外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究： その４ 首都圏地域を例とした NOx 排出量

と熱消費量の将来予測シミュレーション，日本建築学会（関東），学術講演梗概集，p４１９-４２０，東

海大学湘南校舎，１９７９.９.１７-１９，平塚市

４７５） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その２  首都圏地域を例とした NOx 排出量と熱消費量

の算定日本，建築学会関東支部，研究報告集 . 計画系（環境工学）（５０） ，１，p １ - ４， １９７９.７.２４，東京都

４７６） 外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その３ 首都圏地域におけるNOx排出と熱消費の実態

分析，日本建築学会関東支部，研究報告集 . 計画系（環境工学）（５０）， ２ ，p ５-８，１９７９.７.２４，東京都

１９７８年

４７７） 尾島俊雄，外岡 豊：大気汚染排出構造に関する研究：その１ 首都圏を例とした発生源別 NOx 排

出特性分析，日本建築学会（北海道），学術講演梗概集，p２０３-２０４，北海道工業大学，１９７８.９.２９-１０.０１，

 札幌市

１９７７年

４７８） 外岡 豊：施設園芸について，大竹財団（青山貞一紹介），１９７７.１１.２５，東京都  

４７９） 外岡 豊：外化の概念による空気調和に関する考察 : 試論，空気調和衛生工学会・学術講演会論文

集，B-２，p４５-１４８，１９７７.１０

１９７６年

４８０） 尾島俊雄，外岡 豊：人工熱排出に関する基礎調査：その１２ 施設園芸への廃熱利用について（続

報）：環境工学，日本建築学会，学術講演梗概集，計画系，５１，p４８７-４８８，名古屋工業大学，

１９７６.１０.１６-１８，名古屋市

１９７５年

４８１）尾島俊雄，外岡 豊：人工熱排出に関する基礎調査：その８・施設園芸への廃熱利用について ：

日本建築学会秋季大会（関東），学術講演梗概集，計画系５０，４２２８，p４５５-４５６，東京工業大学，
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１９７５.１０.０９-１１，東京都

４８２）外岡 豊：２９ 都市設備の総合化に関する研究： 廃熱の有効利用と負荷変動，日本建築学会関東支

部，研究報告集計画系 ４６（環境工学），p１１３-１１６，１９７５.４，東京都

 
口頭発表　注）

a） 国際会議で審査後の論文が Proceeding に掲載されているものは論文として掲載し，口頭発表ありと付記してある

b） 日本建築学会の研究集会は研究協議会，PD パネルディスカッション，研究懇談会があるが，予稿集が印刷配布さ

　   れ，学会 web で後日公開されるのが通常であるので予稿集ありと特記しないが ，予稿集がなかったものは，なし 

      と特記した

c） この一覧原稿作成時点で発表月日が特定できなかったものは発表日，あるいは発表月も記載されて  いない。発表 

　     日が新しいものから古いものの順に並べているが発表日を特定できなかったものは順 番が多少不正確な場合があ

  　  り得る。

 

報告書等
 

１）明日香 寿川，外岡 豊，上園昌武，歌川 学，田村 賢太郎，槌屋治紀，増井利彦，他：２０１５年パリ

合意に向けての日本における温室効果ガス排出削減中長期目標試算の比較分析（1） ２０１１年以降に

示された試算結果の比較，国民に開かれた日本のエネルギー・ミックスおよび温暖化ガス排出削

減数値目標に関する議論のための記者発表資料，２０１５.３.２３

２）明日香 寿川，外岡 豊，上園昌武，歌川 学，田村 賢太郎，槌屋治紀，増井利彦，他：２０１５年パリ

合意に向けての日本における温室効果ガス排出削減中長期目標試算の比較分析（2） 試算結果比較

からのメッセージ，国民に開かれた日本のエネルギー・ミックスおよび温暖化ガス排出削減数値

目標に関する議論のための記者発表資料，２０１５.３.２３

３）  外岡 豊（分担執筆）：伝統的木造住宅の温熱環境と省エネルギー特別研究委員会報告書，日本建

築学会２０１５.３

４）外岡 豊，槌屋治紀，増井利彦：２０３０年の省エネ量の試算について，総合資源エネルギー調査会

長期エネルギー需給見通し小委員会，３回，資料６，高村ゆかり委員提出資料，２０１６.２.２７

５）木俣信行，他：社会的共通資本形成戦略特別調査委員会報告書，日本建築学会，２０１５.１

６） NPO 法人気候ネットワーク（研究作業分担）：２０３０年の省エネ・エネルギー効率向上の可能性分

析と政策研究，三井物産環境基金，２０１４.３

７）NPO 法人気候ネットワーク（研究作業分担）：原発にも化石燃料にも頼らない日本の気候変動対

策ビジョン［シナリオ編］省エネルギーを最大限に活用した２０５０年の温暖化対策シナリオ，２０１４.３

８） KikoNetwork （研究作業分担）  : Japan Climate Vision ２０５０: An energy future independent of nuclear 

power and fossil fuels ［Scenario projections］, ２０１４.３

９）田中 優，外岡 豊，相根昭典，前田拓生，高口洋人，中島裕輔，福島和彦，山崎 真理子，佐々木 

康壽，他：戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）研究開発領域「地域に根ざした脱温暖

化・環境共生社会」研究開発プログラム「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」研究開発プ

ロジェクト「快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を『森と街』の直接連携で実現する」研究開
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発実施終了報告書，（研究開発期間，平成２１年１０月～平成２５年９月），公開資料，２０１３.１１

１０）田中 優，外岡 豊，相根昭典，前田拓生，高口洋人，中島裕輔，福島和彦，山崎 真理子，佐々木

康壽，他：快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を「森と街」の直接連携で実現する，研究開発

プロジェクト，社会技術研究開発事業，平成２４年度研究開発実施報告書，科学技術振興機構社会

技術研究開発センター，２０１３.４

１１）田中 優，外岡 豊，相根昭典，前田拓生，高口洋人，中島裕輔，福島和彦，山崎 真理子，佐々木

康壽，他：快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を「森と街」の直接連携で実現する，研究開発

プロジェクト，社会技術研究開発事業，平成２３年度研究開発実施報告書，科学技術振興機構社会

技術研究開発センター，２０１２.４

１２）埼玉大学経済学部，埼玉大学理工学研究科，北九州市立大学国際環境工学部，東北大学東北アジ

ア研究センター：中国における気候変動対策シナリオ分析と国際比較による政策立案研究（Ｅ-

０８０９），環境省環境研究総合推進費終了研究成果報告書（外岡豊，研究代表者），環境省総合政策

局総務課環境研究技術室，環境保健部環境安全課環境リスク評価室，地球環境局総務課研究調査

室，２０１１.５

１３）外岡豊（研究代表者），坂本和彦，高偉 俊（研究分担者），他：中国における気候変動対策シナリ

オ分析と国際比較による政策立案研究，地球環境研究総合推進費報告書，持続可能な社会・政策

研究，環境省地球環境局総務課研究調査室，２０１１.５

１４）Tonooka, Y: A Study on Climate Change Policy Options Scenarios in China and International 

Comparison Summary Report of  Research Results under the ERTDF （Environment Research 

and Technology Development Fund） Research and Information Office Global Environment 

Bureau Ministry of the Environment Government of Japan, ２０１１.５

１５）  田中 優，外岡 豊，相根昭典，前田拓生，高口洋人，中島裕輔，福島和彦，山崎 真理子，佐々木

康壽，他：快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を「森と街」の直接連携で実現する，研究開発

プロジェクト，社会技術研究開発事業，平成２２年度研究開発実施報告書，科学技術振興機構社会

技術研究開発センター，２０１１.４

１６）外岡豊：産業連関表の応用手法─ HLCE（ヒューマンライフサイクルエミッション）や越谷レイ

クニュータウン解析例など─ ，地域の産業連関から見た低炭素社会実現への課題 Report ～産業

連関の解析事例の議論と成果・問題点の共有へ～　JST・社会技術研究開発センター「地球に根

ざした脱温暖化・環境共生社会」研究領域，東北公益文科大学，日本青年館，p１２-１５，２０１０.９.２５，

東京

１７）田中 優，外岡 豊，相根昭典，前田拓生，高口洋人，中島裕輔，福島和彦，山崎 真理子，佐々木

康壽，他：快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を「森と街」の直接連携で実現する，研究開発

プロジェクト，社会技術研究開発事業，平成２１年度研究開発実施報告書，科学技術振興機構社会

技術研究開発センター，p １ - ３４，２０１０.４

１８）外岡 豊（研究代表者），坂本和彦，高 偉俊（研究分担者），他：中国における気候変動対策シナ

リオ分析と国際比較による政策立案研究，環境研究総合推進費　平成２１年度研究成果─中間報
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告集─持続可能な社会・政策研究，環境省地球環境局総務課研究調査室，２０１０.５

１９）  Yutaka Tonooka: A Study on Climate Change Policy Options Scenarios in China and International 

Comparison （Abstract of the Interim Report） Summary Report of Research Results under the 

ERTDF （Environment Research and Technology Development Fund） in FY２００９ p８６０-８６７, 

Research and Information Office Global Environment Bureau Ministry of the Environment 

Government of Japan, ２０１０.５

２０）外岡 豊：中国農村住宅とバイオマスエネルギー有効利用に関する国際共同研究，住友財団環境研

究助成，成果報告，２００９.５.３１

２１）外岡 豊（研究代表者），坂本和彦，高 偉俊（研究分担者），他：中国における気候変動対策シナ

リオ分析と国際比較による政策立案研究，環境研究総合推進費　平成２１年度研究成果─中間報

告集─，p５６９-６３５，持続可能な社会・政策研究，環境省地球環境局総務課研究調査室，２００９.４

２２）Tonooka, Y.：A Study on Climate Change Policy Options Scenarios in China and International 

Comparison （２００８-２０１０） （Abstract of the Interim Report） Summary Report of Research Results 

under the GERF  （Global Environment Research Fund） in FY２００８, p６０７-６１２, Research and 

Information Office Global Environment Bureau Ministry of the Environment Government of 

Japan, ２００９.４

２３）外岡 豊：中国住宅におけるエネルギー消費実態調査と気候変動防止対策の提案，総合研究機構研

究プロジェクト研究成果報告書，第６号，平成１９年度埼玉大学総合研究機構，p９１-９４，２００８.３

２４）  外岡 豊（研究代表），田中俊彦，内海康雄，T. Oreszczyn，R. Lowe，D. Hutchinson，P. Pearson，

　  （共同研究者）：日本の建築省エネルギー気候変動対策技術の海外都市波及移転，研究成果報告書，

２００６年度～２００７年度， 鹿島学術振興財団，２００８.３

２５）外岡 豊，深澤大樹，中口毅博，馬場 剛，藤野 毅，石田武志，金本 圭一郎，（藤沼 康実編）：わが

国民生部門の CO2 排出削減シナリオ，家庭・業務部門の温暖化対策，ISSN１３４１-４３５６，CGER-

１０７９-２００８ p９１-１３３，国立環境研究所地球環境研究センター，２００８.３ 

２６）内海康雄，藤沼康実，神村一幸，井上 隆，外岡 豊（藤沼 康実編）：熱負荷シミュレーションから

みた業務対策について，家庭・業務部門の温暖化対策，藤沼康実他 ISSN１３４１-４３５６，CGER-１０７９-

２００８，p１３５-１４２，国立環境研究所地球環境研究センター，２００８.３ 

２７）井上 隆，神村一幸，内海康雄，外岡 豊，藤沼康実，吉田 友紀子，（藤沼康実編）：BEMS を用い

た業務対策の実態と総合評価手法について，家庭・業務部門の温暖化対策，SSN１３４１-４３５６，CGER-

１０７９-２００８，p１５３-１７４国立環境研究所地球環境研究センター，２００８.３ 

２８）外岡 豊，石田武志，平野 勇二郎：自動コントロールシステムを含む省エネ建築物の地域レベル

における評価，建築物における空調・照明等自動コントロールシステム技術開発・成果報告書，

５章，国立環境研究所，２００７.３

２９）藤沼康実，吉田 由紀子，外岡 豊，神村一幸，石田武志：開発した技術システムの商業化・事業

化への道筋（ロードマップ），建築物における空調・照明等自動コントロールシステム技術開発・

成果報告書，６章，国立環境研究所，２００７.３
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３０）外岡 豊：中国住宅におけるエネルギー消費実態調査と気候変動防止対策の提案，総合研究機構研

究プロジェクト研究成果報告書，第６号，平成１９年度埼玉大学総合研究機構，p９１-９４，２００７.３

３１）外岡 豊，深沢大樹，中口博毅，馬場 剛，藤野 毅：日本の業務部門における CO2 排出削減シナリ

オ，家庭・業務部門の温暖化対策報告書，国立環境研究所編，p２６２-２７６，国立環境研究所地球環

境センター，２００７.２

３２）外岡 豊，田中恭子，東野晴行：エアロゾル成因物質排出量推計，東アジアにおけるエアロゾルの

大気環境インパクト，科研費特定領域研究（A），平成１３～１７年度研究成果報告書，p２０７-２１８.２００６.３

３３）Tonooka, Y., K.Tanaka, H.Higashino: Emission Inventory of Aerosols and Their Precursors, 

Atmospheric Environmental Impacts of Aerosols in East Asia Research Report, ２００１-２００５fy, 

edt.by Kasahara, M., ２００６.３

３４）藤野 毅，外岡 豊，平野 勇二郎：自動コントロールシステムを含む省エネ建築物の地域レベルに

おける評価，埼玉大学地域共同研究センター紀要 （５），１２１-１２６，２００４年度，２００５.１０

３５） 独立法人国立環境研究所，京都大学防災研究所，（財）日本環境衛生センター酸性雨研究センター，

（財）計量計画研究所，（株）トーニチコンサルタント，埼玉大学，静岡大学：環境省地球環境研究

総合推進費終了研究成果報告書，北半球における越境大気汚染の解明に関する国際共同研究（平

成１４年度～平成１６年度），p３１-５９，環境省地球環境局研究調査室，２００５.４

３６）村野健太郎，外岡 豊，神成陽容：北半球における越境大気汚染の解明に関する国際共同研究，次

世代型ソース・リセプターマトリックスの精緻化と検証に関する研究，発生源インベントリーの

開発，地球環境推進費成果報告書，２００５.４

３７）外岡 豊（部分執筆）：設計科学としての建築・都市，１４.４，これからのライフスタイル，日本学術

会議建築研究連絡委員会報告書，p３０９-３１２，２００５.４

３８）外岡 豊，藤野 毅，平野 勇二郎：自動コントロールシステムを含む省エネ建築物の地域レベルに

おける評価，国立環境研究所，建築物における空調・照明等自動コン ト ロール システム技術開発 ・

報告書，２００４年度，２００５.３

３９）外岡 豊，田中恭子，東野晴行：エアロゾル成因物質の排出量推計，東アジアにおけるエアロゾル

の大気環境インパクト平成１６年度研究成果報告書，２００５.３

４０）Tonooka,Y., K.Tanaka, H.Higashino: Emission Inventory of Aerosols and Their Precursors,  

Atmospheric　Environmental Impacts of Aerosols in East Asia Research Report, ２００４, p９３-９６, 

edt.by Kasahara, M., ２００５.３

４１）外岡 豊（部分執筆），渡辺俊行（代表）：中国の住宅におけるエネルギー消費と居住環境に関する

研究報告書，日本建築学会中国の住宅におけるエネルギー消費と居住環境問題特別研究委員会，

日本建築学会，２００５.３

４２）外岡 豊（部分執筆）：鋼構造物の LCA ガイドブック，鋼構造物の環境負荷調査研究小委員会，日

本鋼構造協会，全１３６p，２００５.２

４３）Tonooka, Y. H. Higashino: Emission Inventory of Aerosols and Their Precoursors, Atmospheric 

Environmental Impacts of Aerosols in East Asia research Report, GASRPA（A）, No.４１６, MECSST
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４４）藤野 毅，外岡 豊，平野 勇二郎：自動コントロールシステムを含む省エネ建築物の地域レベルに

おける評価，埼玉大学地域共同研究センター紀要（5），１２１-１２６，２００４年度，２００５.１０

４５）外岡豊：既存市街地変革と環境理想都市構想，都市建築の発展と制御に関する応募論文集，日本

建築学会学術推進委員会，２００４.５

４６）外岡 豊（研究代表），寧 亜東，近藤康彦，穆 海林，周 璋生：２１世紀東アジアにおける環境とエ

ネルギー問題の同時解決モデル分析，日産科学振興財団研究助成報告，２００１ 年９ 月～２００４年 ９ 月，

２００４. ９

４７）日本建築学会地球環境委員会（部分執筆）：サステナブルシティ・リージョン，２００４年度日本建

築学会大会（北海道）地球環境部門パネルディスカッション資料，８.持続可能都市・地域の要素と

しての計量・低層建築の提案，p４７-４９，１０.ヒー ト ア イ ラン ド対策をきっかけとした緑地整備，p５２-

５７，１４. 自然との関係を再考した新設環境理想都市構想，p７２-７３，口頭発表なし資料原稿提出，２００４.８

４８）外岡 豊，田中恭子，東野晴行：エアロゾル成因物質の排出量推計，東アジアにおけるエアロゾル

の大気環境インパクト平成１５年度研究成果報告書，p１４７-１５６，２００４.３

４９） Tonooka,Y.,  K.Tanaka, H.Higashino: Emission Inventory of Aerosols and Their Precursors, 

Atmospheric Environmental Impacts of Aerosols in East Asia Research Report, ２００３, p９３-９６, 

edt.by Kasahara, M., ２００４.３

５０）坂本和彦，外岡 豊：アジア太平洋地域の大気環境の改善，文部科学省科学技術振興調整費「我が

国の国際的リーダーシップの確保」（平成１３～１５年度）成果報告書，埼玉大学分担部分，４.２，発

生量・沈着量の解析，p４６-５９，２００４.３

５１） 外岡 豊，坂本和彦，穆 海林，寧 亜東，近藤康彦：東アジアの大気汚染酸性雨問題とその解決策，

プロジェクト研究成果報告書，埼玉大学２１世紀総合研究機構，１０９，p１７-２０，２００４.３

５２） 外岡 豊，田中恭子，東野 晴行：エアロゾル成因物質の排出量推計，アジアにおけるエアロゾル

の大気環境インパクト，平成１４年度研究成果報告書，p１４９ -１５８, ２００４.３

５３）Tonooka,Y., K.Tanaka, H.Higashino:Emission Inventory of Aerosols and Their Precursors, 

Atmospheric Environmental Impacts of Aerosols in East Asia Research Report, ２００３, p９３-９６, 

edt.by Kasahara, M., ２００４.３　

５４）村野 健太郎，外岡 豊，植田洋匡，大原利真，神成陽容，片山学：C. 酸性雨等越境大気汚染，C - 

 　　１，北半球における越境大気汚染の解明に関する国際共同研究（２）次世代型ソース・リセプター

マトリックスの精緻化と検証に関する研究，環境省地球環境研究総合推進費，平成１５年度研究

成果─中間成果報告集，Ⅲ，p１８-２８，環境省地球環境局研究調査室，２００４.３　

５５）村野 健太郎，外岡 豊，植田洋匡，大原利真，神成陽容：C. 酸性雨等越境大気汚染，C-１，北半球

における越境大気汚染の解明に関する国際共同研究（２）次世代型ソース・リセプターマトリック

スの精緻化と検証関する研究，環境省地球環境研究総合推進費，平成１４年度研究成果─中間成果

報告集，Ⅲ , p１６-２５, ２００３.３

５６）Tonooka,Y.,K.Sakamoto edt: Proc. of the Saitama University Symposium-Asian Energy and 

Environment, Saitama University Innovative Research Organization for the New Century, 

外岡　豊教授　履歴・業績



68

２００３.３     

５７）外岡 豊（部分執筆，編集）：リサイクルと循環型社会，埼玉大学・埼玉県政策研究会報告書（２０００

～２００２年度），農業受難の時代の中で（第２章，２ - ４ ），p５６-６１, ２００３.３

５８）外岡 豊（部分執筆）: 平成１３年度「住宅内のエネルギー消費に関する全国調査研究」報告書，日

本建築学会，住宅内のエネルギー消費量予測（マクロ）モデル作成，および５.４住宅部門のエネル

ギー消費量・CO2 排出量原単位，p１０７-１１４，２００２.３

５９）村野 健太郎，外岡 豊，神成陽容：C-１，北半球における越境大気汚染の解明に関する国際共同研

究（２）次世代型ソース・リセプターマトリックスの精緻化と検証に関する研究，環境庁国立環境

研究所地球環境研究総合推進費終了研究報告書平成１１年度～平成１３年度，p６７-８５，２００２.３

６０）村野 健太郎，外岡 豊，畠山史郎，神成陽容：東アジア地域の大気汚染物質発生・沈着マトリック

ス作成と国際共同観測に関する研究（3）東アジア地域の大気汚染物質発生源インベントリーの精

緻化に関する研究，環境庁国立環境研究所地球環境研究総合推進費，平成１３年度報告書，２００２.３

６１）本藤裕樹，森泉由恵，外岡 豊：１９９５年産業連関表を用いたエネルギーおよび温室効果ガス原単

位の推計，電力中央研究所報告 No.Y０１００９，２００２.１

６２）本藤裕樹，外岡 豊，森泉由恵：産業連関表（１９９５年表）部門別直接メタン排出量の推計，電力中

央研究所調査資料 NO.Y０１９０９，２００１.７

６３）外岡 豊，村橋喜満：高耐食薄型鋼をスケルトンとした外張断熱鉄鋼住宅　LCCO2 ３０％削減・耐

用年数３倍延伸をめざす建築，日本建築学会公開コンペ，２００１.６

６４）外岡 豊：東アジア全体を対象とした総合的な大気汚染物質排出量制御方法の確立，科学研究費補

助金研究成果報告書，平成９～１２年度，２００１.３

６５）村野 健太郎，外岡 豊，畠山史郎，神成陽容：東アジア地域の大気汚染物質発生・沈着マトリック

ス作成と国際共同観測に関する研究（2） 東アジア地域の大気汚染物質発生源インベントリーの精

緻化に関する研究，環境庁国立環境研究所地球環境研究総合推進費，平成１２年度中間報告書，

２００１.３

６６）外岡 豊（部分執筆）：平成１２年度報告書，循環型社会システムを巡って，埼玉県・埼玉大学政策

研究会２００１.３

６７）外岡 豊，鈴木俊治，三浦秀一，中島 裕輔：２１世紀環境理想都市構想─東京都区部を例として，

世界ガス会議国際コンペ，国内予選，２０００.５

６８） 外岡 豊（主査，部分執筆，編集）：対策評価小委員会報告１９９９年度，日本建築学会地球環境委員

会，２０００.３

６９）Tonooka, Y.: Air Pollutant Emission Inventory in Japan, Report on Modeling of Transboundary 

Air Pollution, Neutirus Institute, ２０００.９

７０）  外岡 豊：２０ 世紀工業文明と生産技術選択，材料の環境配慮性能評価と地球の有限性　その２，未

踏調査会，１９９９.９

７１）外岡 豊，穆 海林，周 璋生：東アジアのエネルギーと環境保全に関する研究─灰色システムモデ

ル理論による中国のエネルギー消費量と CO2 排出量の予測─，埼玉大学地域共同研究センター報
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告書，第５号（１９９８年度）p１５-１８, １９９９.４

７２）本藤祐樹，外岡 豊，内山洋司：産業連関表を用いた我が国の生産活動に伴う環境負荷の実態分

析：電力中央研究所報告，データ集付，Y９７０１７, １９９８.６

７３） 日本建築学会地球環境委員会：LCA 指針策定小委員会建物のライフサイクルアセスメント指針

の策定，建築分野における地球環境対策，研究成果─概要集，２ p, 日本建築学会地球環境委員会

COP 対応小委員会編， １９９７.１２

７４）Subcommittee on Life Cycle Assessment Guidelines: Development of Guidelines for life Cycle 

Assessment of Buildings, Architecture and Urban Planning Measures to Mitigate Climate 

Change,From the Research Works by the Members of Architectural institute of Japan, For 

UNFCC COP3 KYOTO, 2p, edt by Subcommittee for UNFCC COP３, Committee for Global 

Environment, AIJ, １９９７.１２

７５）清水 浩：B -１４，地球温暖化防止対策技術の総合評価に関する研究（代表石谷久，１９９４ ～ １９９６年

度），（1）技術評価のためのライフサイクル温室効果ガス排出量の分析に関する研究①技術評価の

ためのライフサイクル CO2 排出量の分析に関する研究，p２５７-２７９，環境省環境研究総合推進費終

了研究成果報告書，１９９７.３（委託先として分担研究）

７６）外岡 豊，伊香賀 俊治，小倉正雄，前川哲也，飯尾昭彦：第 V 章ライフサイクル CO2 第３章産業

連関分析による CO2 原単位の検討，地球環境保全のための都市・建築の計画手法に関する総合的

研究，日本建築学会地球環境特別研究委員会 p２１４-２２５，１９９５.１２ 

７７）外岡 豊，木村 富士男：第Ⅶ章エコシティー，４. 大気，地球環境と都市・建築に関する総合伊的

研究，平成５年度科研費（総合研究（A））研究成果報告書（代表・安岡正人），p２６０-２７４, １９９４.３

７８）外岡 豊，木村 富士男：Ⅳエコシティー，５. 大気，建築が地球環境に与える影響，日本建築学会

地球環境特別研究委員会 p４３，１９９２.６

７９）外岡 豊，木村 富士男：４. 大気，建築が地球環境に与える影響Ⅳエコシティー，日本建築学会地

球環境特別研究委員会 p２２８-２４２（報告書本文は p１９７p-２８５），１９９２.６

８０）外岡 豊：巨大なる生産力と地球環境問題，朝日新聞２１世紀地球賞応募論文，１９９１.８.３１

８１）外岡 豊：多面体問題としての環境問題とその解決策について，都市問題会議例会（１９９０. １０. ２７）

資料加筆改訂版，１９９１.１.０５

８２）外岡 豊：施設園芸について，未公刊，大竹財団講演（１９７７.１１.２５）内容総説（修士論文後の思考

まとめ），最終版，１９７８.2 

雑誌記事

１） 外岡 豊，地球環境委員会報告，COP２１パリ合意に向けて，建築雑誌 Vol..１３０，No.１６７５，p５７，２０１５.０９

２） 外岡 豊：地球環境委員会活動報告─節目の年に，建築年報２０１４第１部，建築雑誌，２０１４ Vol..１２９, 

No.１６６２, p５７, ２０１４.０９

３）外岡 豊：視点─省エネルギー・節電・排出削減に向けて，建築設備，p１，２０１２.４

４）外岡 豊：復興に向けて─建築学会への期待，特集 検証：東日本大震災と建築学会，第四部：環
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境エネルギー論─建築雑誌，Vol.１２６，No.１６２３，p４４-４５，２０１１.１０

５）外岡 豊：脱温暖化・環境共生社会プロジェクトの取組み 建築雑誌，Vol.１２５，No.１６０６  P７５，２０１０

６）外岡 豊：２０５０年住宅カーボンニュートラル達成は可能か─木造自然素材住宅を例とした PDCA

試行─建築雑誌，Vol.１２５，No.１６０６，P７６，２０１０

７）外岡 豊：新会員紹介，エネルギーと環境研究：学際と国際をつなぐ，都市環境エネルギー，

９２，２００９春号，p４２-４３，２００９.３

８）外岡 豊：埼玉大学に於ける廃棄物の現状と課題，欅，No１１，p ６ - ７, ２００３.６

９）外岡 豊：大学における環境教育─埼玉大学経済学部社会環境設計学科─２１世紀の環境を担う人

材の育成，環境管理 ３２（１１），１３５７-１３６０，１９９６.１１

新聞記事，雑誌コラム，等

１）外岡 豊：持続可能社会に向けて，経済コラム，研究者の眼，埼玉大学・エコノとーく，１４３，埼

玉新聞，２０１５.１０.９

２）外岡 豊：持続可能と林業，緑のエッセー，林野２０１４.１１

３）－：「持続可能とは」太陽エネで展望開ける，外岡豊埼玉大学読売講座結果紹介，読売新聞記事，

２０１４.１０.１７

４）－：環境問題，経済から考察「持続可能社会とは」来月４日外岡教授講演，埼玉大学読売講座予

告紹介記事，読売新聞記事，２０１４.9.２７

５）外岡 豊：リオ＋２０に寄せて─環境と経済の危機打開へ，経済コラム，研究者の眼，埼玉大学・

エコノとーく，６８，埼玉新聞，２０１２.６.２９

６）外岡　豊：本気の温暖化対策を !，研究者の眼，創立６０周年の埼玉大学，埼玉新聞，２０１０.５.２８

７） －：報告，国際さいたまシンポジウム─気候変動による国際的課題─，国連ジャーナル，春号

２００９，p４１-４７，２００９.３.２５

８）外岡 豊：トリレンマの底から希望を見出す─ローマ時代を振り返って，エントロピー，日本エネ

ルギー学会誌，２００８.１２,　

９） 外岡 豊，池田清彦：対論，コンビニ深夜営業の是非，積極推進で CO2 減を，一業界の対応には限

界，北海道新聞，２００８.７.１３，総合２

１０）日本放送協会：NHK ニュース９時，早稲田大学理工学部機械工学科永田勝也研究室との共同研

究結果紹介報道，ボイラ，工業炉等の省エネ余地について計算したもの，１９９０.８.２７

１１）早稲田大学総長室広報課：早稲田大学学位論文（博士）審査要旨，工学博士（早大乙第７１７号，論

文提出による者），外岡 豊，論文題目「都市環境計画のための大気汚染物質排出構造に関する研

究」，早稲田大学広報，号外第２００３号，学位論文─１２４３，p １ - ３，１９８９.５.３１

計量計画研究所・所員として担当した研究業務

　　

１. 環境庁・大気汚染物質燃焼系発生源関係
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i００１）計量計画研究所：都市型大気汚染防止対策調査─巨大都市地域における大気環境管理モデル策

定調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和５０年度），１９７６

i００２）計量計画研究所：都市型大気汚染防止対策調査─巨大都市地域における大気環境管理モデル策

定調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和５１年度），１９７７

i００３）計量計画研究所：都市型大気汚染防止対策調査─巨大都市地域における大気環境管理モデル策

定調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和５２年度），１９７８

i００４）計量計画研究所 : 石炭等使用実態調査環境庁大気保全局委託（昭和５４年度），１９８０

i００５） # センチュリリサーチセンタ：産業構造と大気汚染の相互関係分析調査，１９８０

i００６） # センチュリリサーチセンタ：エネルギーと大気汚染モデルに関する基礎調査報告書，１９８１

i００７）計量計画研究所：大気汚染物質排出構造解析調査，環境庁大気保全局委託（昭和 ５６ 年度），１９８１

i００８）計量計画研究所：汚染マップ調査解析，日本電算委託（昭和５６年度），１９８１

i００９）計量計画研究所：大気汚染物質排出量総合調査に係る基本解析調査マクロ・チェック作業報告

書，環境庁大気保全局委託（昭和５６年度），１９８２

i０１０）計量計画研究所：エネルギー消費と大気環境影響分析モデルに関する調査報告書，環境庁大気

保全局委託（昭和５６年度），１９８２

i０１１） 計量計画研究所：エネルギー消費と大気環境影響分析モデルに関する調査報告書，環境庁大気

保全局委託（昭和５７年度），１９８３

i０１２） # ＥＸ都市研究所：窒素酸化物測定方法調査，環境庁委託（昭和５５年度），１９８１

i０１３） # ＥＸ都市研究所：窒素酸化物測定方法調査，環境庁委託（昭和５６年度），１９８２ 

i０１４） # ＥＸ都市研究所：石炭利用施設ばい煙等排出状況実態調査報告書，石炭利用等と大気汚染環境

保全対策検討会（昭和５７年度），１９８３

i０１５） # 環境庁大気保全局：石炭利用に係る大気汚染防止対策調査報告書，１９８５

i０１６）計量計画研究所：大気汚染物質排出原単位解析検討調査報告書，１９８３ 

i０１７）計量計画研究所：大気汚染物質排出原単位解析検討調査報告書別冊（排出量総合調査手法の基

礎的検討），環境庁委託（昭和５７年度），１９８３

i０１８）計量計画研究所：汚染マップ調査に係る基礎解析，日本電算委託（昭和５７年度），１９８３

i０１９） # 神奈川県公害センター：環境庁委託業務結果報告書（大気汚染物質発生量原単位調査）─集計・

解析─，１９８３

i０２０）計量計画研究所：エネルギー消費構造と大気汚染物質排出構造総合解析調査報告書，環境庁大

気保全局委託（昭和５８年度），１９８４

i０２１）計量計画研究所：大気汚染物質排出量総合調査報告書，環境庁大気保全局委託，１９８５

i０２２）計量計画研究所：大気汚染物質排出量総合調査報告書 資料編，１９８５

i０２３）計量計画研究所：大気汚染物質発生量原単位解析検討調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭

和６１年度），１９８７

i０２４）計量計画研究所：大気汚染物質排出実態解析手法検討調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭

和６２年度），１９８８
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i０２５）計量計画研究所：大気汚染物質排出総合調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６３年度），

１９８９

i０２６）計量計画研究所：大気汚染物質排出実態解析調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６３年

度），１９８９

i０２７）計量計画研究所：大気汚染物質排出量総合調査，環境庁大気保全局委託（平成元年度），１９９０

i０２８）計量計画研究所：大気汚染物質排出量総合調査データチェックマニュアル検討調査，環境庁大

気保全局委託（平成元年度），１９９０

i０２９）計量計画研究所：大気汚染物質排出実態解析査，環境庁大気保全局委託（平成２年度），１９９１

i０３０）計量計画研究所：大気汚染物質排出実態解析査，環境庁大気保全局委託（平成４年度），１９９３

i０３１）計量計画研究所：環境庁保全長期構想に係る環境負荷量調査（大気分野）報告書，環境庁企画

調整局委託，１９８５

i０３２）計量計画研究所：二酸化窒素環境基準達成緊急対策検討調査，環境庁大気保全局委託（昭和６０

年度），１９８６

i０３３）計量計画研究所：硫黄酸化物対策等効果分析調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６１年

度），１９８６

i０３４） * 計量計画研究所：NOx 高濃度総合解析調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６３年度），

１９８９

i０３５）計量計画研究所：大都市交通総量抑制等計画策定推進調査，環境庁大気保全局委託（平成２年

度），１９９１

i０３６）計量計画研究所：ばい煙処理施設稼働状況調査報告書，環境庁大気保全局委託（平成３年度），

１９９２

i０３７）計量計画研究所：大気汚染物質の固定発生源施設種類別排出量調査，環境庁大気保全局委託業

務報告書（平成５年度），１９９４

i０３８） # 未来工学研究所：エネルギ－生産，消費における環境からの制約条件の分析，１９８６　　

２. 環境庁・大気汚染物質蒸発系発生源関係（炭化水素類 , 光化学大気汚染）

i０３９）計量計画研究所：光化学大気汚染にかかる大気汚染物質排出モデル作成調査（昭和５６年度，環

境庁大気保全局委託），１９８２

i０４０）計量計画研究所：関東地域の大気汚染発生源メッシュ・データ作成作業報告書，環境庁国立公

害研究所委託（昭和６０年度），１９８６

i０４１） * 計量計画研究所：光化学モデル発生源データ作成作業，日本科学技術研修所研究委託（昭和５８

年度），１９８３

i０４２）計量計画研究所：西日本地域の大気汚染物質発生源メッシュ・データ作成，環境庁国立公害研

究所委託（平成元年度），１９９０

i０４３）計量計画研究所：炭化水素類排出量概要推計方法確立調査，環境庁大気保全局委託（昭和５８年

度），１９８４ 
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i０４４）計量計画研究所：炭化水素類排出量概要推計調査報告書，環境庁大気 保全局委託（昭和５９年

度），１９８５

i０４５）計量計画研究所：炭化水素類排出量概要推計調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６０年

度），１９８６

i０４６）計量計画研究所：炭化水素類発生源基礎解析調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６１年

度），１９８７

i０４７）計量計画研究所：炭化水素類発生源対策調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６２年度），

１９８８

i０４８）計量計画研究所：炭化水素類発生源対策調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６３年度），

１９８９

i０４９）  計量計画研究所：炭化水素固定発生源対策検討調査，環境庁大気保全局委託（平成元年度），

１９９０

i０５０）  計量計画研究所：炭化水素固定発生源対策検討調査，環境庁大気保全局委託（平成２年度），

１９９１

i０５１）計量計画研究所：炭化水素類固定発生源対策調査報告書，環境庁大気保全局委託（平成３年

度），１９９２

i０５２）計量計画研究所：炭化水素類固定発生源対策基礎情報調査，環境庁大気保全局委託業務報告書

（平成５年度），１９９４

i０５３）* 計量計画研究所：光化学オキシダント長期予測モデル作成調査，環境庁大気保全局委託（昭和

６０年度）, １９８６

i０５４）* 計量計画研究所：光化学オキシダント長期予測モデル作成調査，環境庁大気保全局委託（昭和

６１年度）, １９８７

i０５５）* 計量計画研究所：光化学オキシダント長期予測モデル作成調査，環境庁大気保全局委託（昭和

６２年度）, １９８８

i０５６）* 計量計画研究所：光化学オキシダント長期予測モデル改良調査，環境庁大気保全局委託（平成

４年度）, １９９３

i０５７）* 計量計画研究所：光化学オキシダント長期予測モデル確立調査，環境庁大気保全局委託業務報

告書（平成５年度）, １９９４

３ .   環境庁・温室効果ガス排出量関係

I０５８ ） * 計量計画研究所：地球温暖化が及ぼす影響評価予備調査報告書，環境庁大気保全局委託（昭和６３

年度），１９８９

i０５９）計量計画研究所：ＥＰＡ地球温暖化モデルの我が国への適用に関する調査，環境庁大気保全局

委託（平成２年度），１９９１

i０６０）計量計画研究所：温室効果ガス等排出抑制施策のための排出構造解析調査，環境庁大気保全局

委託（平成２年度），１９９１
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i０６１）計量計画研究所：温室効果ガスに関する排出量等調査報告書，環境庁大気保全局委託（平成３

年度），１９９２

i０６２） # 環境庁地球環境部：二酸化炭素排出量調査報告書，及び英語版，Global Environment Dept.　

Environment Agency, Government of Japan （１９９２） The Estimation of CO2 Emission in Japan,

国立環境研究所森口祐一と共同作業，１９９２

i０６３）計量計画研究所：温室効果ガス排出量推計手法検討調査，環境庁大気保全局委託（平成４年

度），１９９３

i０６４） 計量計画研究所：前駆物質排出目録検討調査，環境庁請負調査（平成８年度），（埼玉大学移籍後

実作業担当），１９９７

４ .  自治体委託

i０６５） * 計量計画研究所：環境計画策定調査，川崎市委託（昭和６３年度），１９８７ 

i０６６） * 計量計画研究所：東京集中問題調査，東京都委託（平成元年度），１９９０

i０６７） * 計量計画研究所：大気汚染対策推進のための基礎調査，東京都環境保全局委託（平成３年度），

１９９２

i０６８） * 計量計画研究所：窒素酸化物対策業務，山梨県委託，１９９４

５ .   建築研究所・都市施設研究室関係

i０６９）計量計画研究所：都市ユーティリティ施設設備手法に関する研究，建設省建築研究所第６研究

部都市施設研究室委託（昭和４９年度），１９７５

i０７０） # 建設省建築第６研究部都市施設研究室：都市交通計画におけるエネルギー評価に関する研究報

告書（昭和５４年度），１９８０

i０７１）建設省建築第６研究部都市施設研究室：都市交通計画におけるエネルギー評価に関する研究報

告書（昭和５５年度），１９８１

６. 建築研究所・産業連関表温室効果ガス排出量推計

i０７２）計量計画研究所：都市開発活動による炭酸ガス発生量推計のための基礎データ解析報告書 建設

省建築研究所委託（平成２年度），１９９１

i０７３）計量計画研究所：都市開発活動による炭酸ガス発生量推計方法及び発生源対策技術動向の調査，

建築研究所委託（平成３年度），１９９２

i０７４）計量計画研究所：都市開発活動による炭酸ガス発生対策技術の導入可能性と削減効果の調査，

建築研究所委託（平成４年度），１９９３

７ . 建築研究所・都市構造とエネルギー研究会

i０７５）計量計画研究所：市街地における資源エネルギー消費構造分析のための資料収集・整理，報告

書名 = 都市構造と資源・エネルギー消費の検討（都市構造とエネルギー研究会報告），建築研究
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所委託（平成３年度），１９９２

i０７６）計量計画研究所：広域都市群レベルのエネルギー消費及び省エネルギー対策の効果の把握に関

する方法論の検討（都市構造とエネルギー研究会報告），建築研究所委託（平成４年度），１９９３

i０７７）計量計画研究所：省資源・省エネルギー型都市整備に向けた市街地計画ガイドライン策定のた

めの基礎的研究（都市構造とエネルギー研究会報告）建築研究所委託（平成５年度），１９９４

i０７８）計量計画研究所：省資源・省エネルギー型都市整備に向けた市街地計画ガイドライン策定のた

めの基礎的研究（都市構造とエネルギー研究会報告）建築研究所委託（平成６年度），１９９５

８ . 東京湾横断道路調査

i０７９） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５１年度），１９７７

i０８０） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５２年度），１９７８

i０８１）計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５３年度），１９７９

i０８２） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５４年度），１９８０

i０８３） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５５年度），１９８１

i０８４） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５６年度），１９８２

i０８５） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５８年度），１９８４

i０８６） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和５９年度），１９８５

i０８７） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和６０年度），１９８６

i０８８） * 計量計画研究所：東京湾横断道路大気質影響調査報告書，国土開発技術研究センター委託（昭

和６１年度），１９８７

９ . 交通系，その他委託元

i０８９） # 日本エネルギー経済研究所：交通部門の省エネルギーに関する研究（昭和５６年度），１９８１

i０９０） * 計量計画研究所：道路環境情報の整備に関する検討報告書，建設省関東地方建設局，道路環境

研究所委託（昭和６１年度），１９８７

i０９１） * 計量計画研究所：自動車排気の大気拡散研究用基準データベースの編集業務，社団法人日本自

動車工業会委託（平成６年度），１９９５
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１０ .   酸性雨・環境省，電力中央研究所（狛江）

i０９２） *  計量計画研究所：関東地域における酸性雨実態解析調査，環境庁大気保全局委託（昭和６１ 年

度），１９８７

i０９３） *  計量計画研究所：地域スケールにおける酸性雨把握システム作成調査，環境庁大気保全局委託

（昭和６２年度），１９８８

i０９４） * 計量計画研究所：広域輸送モデルの開発，電力中央研究所委託（昭和６３年度），１９８９

i０９５）計量計画研究所：発生源調査，電力中央研究所委託（平成元年度），１９９０　　

i０９６）計量計画研究所：原因物質発生量予測調査，電力中央研究所委託（平成６年度），１９９５

i０９７）計量計画研究所：長距離輸送モデルによる酸性物質の濃度解析，電力計算センター委託（平成

３年度），１９９２

i０９８）計量計画研究所：発生源調査，資源環境技術総合研究所委託（平成４年度），１９９３

i０９９）計量計画研究所：原因物質発生量予測調査，電力中央研究所委託，１９９４

１１. エネルギー需要分析，電力中央研究所（大手町），日本電熱協会

I１００） 計量計画研究所：エネルギー機器別燃料消費データの分析，電力中央研究所委託（昭和６１年 

度），１９８７

I１０１） 計量計画研究所：燃料選択と電力シフトの実態調査，電力中央研究所委託（昭和６２年度），１９８８

I１０２） 計量計画研究所：エネルギー間競合にかかる利用機器別需給データの作成，電力中央研究所委

託（昭和６３年度），１９８９

I１０３） 計量計画研究所：エネルギー消費技術構造と燃料転換にかかるデータ整備，電力中央研究所委

託（昭和６３年度），１９８９

I１０４） 計量計画研究所：エネルギー間競合分析のためのエネルギー消費構造データベースの作成，電

力中央研究所委託（平成元年度），１９９０

I１０５） 計量計画研究所：省エネルギーの限界に関する調査，電力中央研究所委託（平成２年度），１９９１

I１０６） 計量計画研究所：家庭用エネルギー需要分析に関する調査，東京首都圏地域・住宅エネルギー

消費実態調査，電力中央研究所経済研究所委託（平成３年度），椛田考一（家政学院大学）協力，

１９９２

I１０７） 計量計画研究所：家庭用エネルギー需要分析に関する調査（北海道，鹿児島地区における住宅

エネルギー消費実態調査と地域別エネルギー・デー タベースの作成），電力中央研究所経済研

究所委託（平成４年度），椛田考一（家政学院大学）協力，１９９３

I１０８） 計量計画研究所：家庭用エネルギー需要分析，東北地区における住宅エネルギー消費実態調査

と地域別エネルギー・データベースの作成，電力中央研究所（平成５年度），椛田考一（家政学

院大学）協力，１９９４　

i１０９）計量計画研究所：業務用蓄熱技術に関する調査，電力中央研究所経済社会研究所委託，１９９６　

i１１０）計量計画研究所：電熱需要統計の作成業務，日本電熱協会委託（平成元年度），１９９０

i１１１）計量計画研究所：産業部門電熱需要統計の作成業務，日本電熱協会委託（平成２年度），１９９１
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i１１２）計量計画研究所：民生部門電熱需要統計の作成業務，日本電熱協会委託（平成２年度），１９９１

i１１３）計量計画研究所：電熱需要統計の作成業務，電熱協会委託（平成４年度），１９９３

１２. エネルギー需要分布解析，電力中央研究所（大手町），東電，東ガス

i１１４）計量計画研究所：東京都区部における電力・熱需要推計と地域別エネルギー・データベースの

作成，電力中央研究所経済研究所委託（平成３年度），１９９２

i１１５）計量計画研究所：東京都区部における電力・熱需要推計と地域別エネルギー・データベースの

作成，電力中央研究所経済研究所委託（平成４年度），１９９３

i１１６）計量計画研究所：メッシュデータによる電力エネルギー消費モデルの研究（１），東京電力委託

（昭和６１年度），１９８７

i１１７）計量計画研究所：メ ッ シュデータによる電力エネルギー消費モデルの研究（２），東京電力委託

（昭和６２年度），１９８８

i１１８）計量計画研究所：メッシュデータによる電力エネルギー消費モデルの研究（３），東京電力委託

（昭和６３年度），１９８９

i１１９）計量計画研究所：メッシュデータによる電力エネルギー消費モデルの研究（４），東京電力委託

（昭和６４年度），１９９０

i１２０） * 計量計画研究所：コージェネ導入による NOx 濃度変化予測調査，東京ガス株式会社委託，１９９４

i１２１） * 計量計画研究所（１９９４）コージェネレーション等による省エネルギー対策推進地区の抽出に関す

る研究，東京ガス株式会社委託

１３. エネルギー・モデル用技術データ整備等

i１２２）計量計画研究所：エネルギー技術の環境排出及び排出抑制技術に関する調査検討報告書，日本

原子力研究所委託（昭和６３年度），１９８８

i１２３）計量計画研究所：エネルギー技術の環境影響分析のためのデータベースの作成調査，日本原子

力研究所委託（平成元年度），１９９０

i１２４）計量計画研究所：エネルギー・環境システム解析研究のための基礎データベースの整備，日本

原子力研究所委託（平成２年度），１９９１  

i１２５）計量計画研究所：MARKAL モデル入力データベースの開発─温室効果ガス排出係数データの

整備，日本原子力研究所委託（平成３年度），１９９２

i１２６）計量計画研究所：エネルギー環境リスク分析モデルの開発─地域大気汚染影響計量モデルの基

本設計及びデータベース整備─，日本原子力研究所委託（平成４年度），１９９３

i１２７）計量計画研究所：エネルギー環境リスク分析モデルの開発─地域大気汚染影響計量モデルの開

発とデータベース整備─，日本原子力研究所委託（平成５年度），１９９４

i１２８）計量計画研究所：エネルギー環境リスク分析モデルの開発─地域大気汚染影響計量モデルの開

発とデータベース整備─，日本原子力研究所委託（平成６年度），１９９５

i１２９）計量計画研究所：CO2 対策技術データ調査，電子技術総合研究所委託（平成３年度），１９９２
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注 #： 他の研究機関報告書作成業務の一部を計量計画研究所が業務契約して外岡が担当

　　 *： 計量計画研究所の他の研究員が主担当として請負った業務の一部を外岡が担当 
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